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(理念)Better Medicine for Better Future in Asia

(沿革)1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。

(現状)アジアの参加国は13力国。会員数は日本が200名でアジア各国の総数

　　　　400名　アジア各地で種々のプロジェクト、フォーラム等を実施中。

(本部)岡山市楢津310-1菅波内科医院(電)0862一84-7676(Fax)0862-84-4576

（参加希望者は本部までご連絡ください）

（国内）

在日外国人医療プロジェクト

　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ

ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。

　（海外）

　ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にAMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの３力国が国際合同緊急救援

活動を実施中。

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流入しているブータン難民にＡＭＤＡ､Ｎｅｐａｌの指導

下にAMDA-Japan､lndiaの３力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火披災民キャ

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　1991年7月からネパール支部のビヌス村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト

　1988年9月よりインド支部のカルナタカ州でアユルベーダ医学を用いた農

村無料巡回診療を支援。

タイ国バンコック病院プロジェクト

　タイ支部の救急医療、産業医学、環境医学を主体にした病院設立を支援。
f･:'　･ﾐ･ﾐ･･･y･････････｡･｡･　･･･｡･aゞ♂z･;　゛゛z゛｀　｡゜゜･｀･4°g
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　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に
対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）

　701-12岡山市楢津310」菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会
　　（Tel）0862-84-7676（Fax）0862-84-7645
役員　　代表　　　　　　菅波茂（菅波内科医院）
　　　　副代表　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）
　　　　　　　　　　　　国井修（国保栗山診療所）
　　　　プロジェクト実行委員長　　　中西泉（町谷原病院）
　　　　　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）
　　　　　　伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）
　　　　事務局長　　　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）
　　　　事務局次長　　　津曲兼司（菅波内科医院）
　　　　事務局次長補佐　岩永資隆（菅波内科医院）

　　　　事務局　　　　　岡崎清子（非常勤）
（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　154東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　　（Tel）03-3706-4243､7574（Fax）03-3706-4420
役員　　所長　　　小林米幸（小林国際クリニック）
　　　　副所長　　中西泉（町谷原病院）
　　　　事務局　　香取美恵子／田中理恵子（常勤）後藤朋子（非常勤）

諧噛゛S………掴一゜゛｀圖扁麗麗

日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、

シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、
パキスタン（近日中参加予定）

詣懲謳一謳幽副膳匹箭圓馥塵騰

郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。入会金はありません。
　　　　正会員１００００円（医師に限る）
　　　　準会員５０００円（医師以外の社会人の方）
　　　　学生会員３０００円（学生に限ります）
ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。
振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」
なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振
替用紙の通信欄に「０００ﾌﾟロジェクトのために」などとご記入ください。
郵便貯金口座（ボランティア貯金口座も含む）からのＡＭＤＡ年会費」自動引
き落とし制度も開始となりました。くわしくは岡山事務局までお問い合わせ
ください。申込書を送ります
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　　　　　　なぜ今アジア多国籍医師団なのか

　　　　　　　　アジア医師連絡協議会　代表　菅波茂

　「外国の非政府組織（ＮＧＯ）が政府の許可を得ようとすれば１、２年かか

るのに僕たちは１時間。政府が応援してくれて嬉しかった。」とバングラデ

シュ国内ミャンマー難民緊急救援３力国合医師団のリーダーであるサルーダ

ールナイーム医師（バングラデシュのダッカ医科大学卒／東大第2外科留学中）

は言いました。「なぜ1時間だったのか」重みを感じて欲しい。この医師団は

アジア医師連絡協議会のアジア多国籍医師団構想の一環として4月より派遣さ

れています。アジア多国籍医師団構想の理念は下記の3点です。

　　　１）自然災害や難民に対する国際緊急救援医療を実施

　　　２）アジアの多様性（多言語／多文化／多宗教）に応じた医療を実施

　　　３）アジア参加国医師による平等な人的貢献

　ナイーム医師の言葉の重みは「人的貢献は平等である」ということです。

経済的に恵まれている国の医師も発展途上国の医師も難民のための救援医療

に同じように貢献できるということです。今までの考え方では、難民の医療

は経済的に恵まれた国の医師が発展途上国の難民のためにしてあげるという

のが当たり前とされていたわけです。難民救援医療は経済的に恵まれた国の

医師によって独占された感がありました。ここで大切なことは、発展途上国

にも多くの医師がおり機会があれば難民のために医療を行ないという気持ち

に変わりはなく、また援助を受ける国も好んで外国のＮＧＯを積極的に受け入

れていないという事実です。
　また日本のＮＧＯによる従来の海外援助の弱点は、現地情報が手に入るのが

遅く、相手国の政府機関の許可を得るのに時間がかかり、相手国のニーズに

あった永続性のある援助が可能かということについて海外援助のプロを養成

するトレーニング不足であるといえます。
　今回のブータン難民の第一報がネパール支部よりもたらされているように、

アジア多国籍医師団は現地支部がイニシアチブを取っているのでこれらの点

が克服できます。

　更に「アジア多国籍医師団構想」について重要なことはその多様性に応じ

たニーズに答えなければいけないということです。

　アジアといっても複雑です。言葉にしても沢山あります。文化も国によっ

ても違いますし、一つの国の中でも地域のよって異なることもあります。宗

教も仏教、キリスト教、儒教、ヒンズー教、イスラム救などとモザイクのよ
うです。言葉、文化そして宗教によって健康、病気や治療に対する考え方が

違うということです。これを理解してないと「善意」の医療活動がかえって

問題を起こすことになります。医師団内部での相互理解とともに国別、地域

別に応じた特殊性を明確にしておく必要があります。
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　アジア医師連絡協議会は1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民

キャンプにかけつけた1名の医師と2名の医学生の活動から始まり、現在では

アジア参加国13力国で会員数は日本が200名でアジア各国の総数400名です。

　理念は「アジアのより良き医療より良き将来」です。具体的目標は相互理

解／相互支援／相互幸福です。このために種々のプロジェクトやフォーラム

を実施してきました。相互理解とは多言語／多文化／多宗教の多様性をふま

えて電話一本で話しができる人間関係です。相互支援とは要請があればいつ

でもパートナーとして動くことです。アジア各地の情報は支部を通して瞬時

に参加国間をかけめぐります。

　この10年間の活動の集約が「アジア多国籍医師団」構想なのです。国際貢

献に一緒に「汗をかく」信頼関係が「アジア多国籍医師団」構想のエッセン

スです。
　幸いに、日本国内からも「アジア多国籍医師団」に参加希望の若い医師が

多く名乗り出てくれています。妻子をかかえた医師の生活保障をどうするか。

「清く貧しいＮＧＯ」から問題解決方法を持った「ﾌﾟロフェッショナルなＮＧＯ」

へ発展するための克服すべき点です。

　「汗をかく」ことに加へて、他の分野のＮＧＯ、市民や企業とも目的が合え

ば積極的に協力し合うべきです。特に企業は社会の一員としての社会貢献が

求められています。加えて許される範囲でのハイテク技術は大いに使用すべ

きです。ハイテク技術は企業が持っています。ＮＧＯと企業は積極的に協力し

合ってお互いに目的解決のために方法論を選ぶ哲学が必要です。

　アジア多国籍医師団は平成５年５月正式発足の予定です。平成４年はパイ

ロットプロッジェクトとしてバングラデシュ内ミャンマー難民医療、カンボ

ジア本国帰還難民医療、ネパール国内ブータン難民医療を実施します。

　このアジア多国籍医師団構想を促進するためにはこの構想に共鳴して実地

参加してくださる方が増えることが大前提になります。私達は現地支部とも

密接な連絡のもとに安全性などを考慮した受け入れ体制を整えています。よ

り多くの方が現場を体験されることを希望しています。

１９９２年（平成４年）６月８日（月曜日）
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Sarder Abdun Nayeem ダッカ大卒。
1987年10月から東大病院に留学中。
「ＡＭＤＡミャンマー難民」の募金
郵便振替は岡山5－44380.30歳。
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

活
動
中
）
の
代
表
か
集
ま
る
会
議
が
、
毎
週
聞
か
れ
て
い
た
。
各
キ
ャ

ン
プ
で
は
食
糧
の
i
a
f
M
e
d
i
c
a
l
S
e
r
v
i
c
e
｡
p
4
z
4
れ
て
お
り
、
キ

ャ
ン
プ
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
が
予
想
よ
り
も
整
然
と
救
援
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
数

が
十
分
と
い
え
ず
、
現
地
は
今
乾
季
で
、
気
温
は
4
0
℃
近
い
。
ほ
と
ん

ど
の
家
族
が
、
平
地
や
丘
に
竹
や
潅
木
で
家
を
組
ん
だ
り
シ
ー
ト
を
か

け
た
り
し
て
生
活
し
て
い
る
状
態
。
そ
の
う
え
、
難
民
の
4
5
％
が
1
2
歳

以
下
の
子
供
。
低
栄
養
や
寄
生
虫
、
感
染
症
の
蔓
延
で
下
痢
な
ど
消
化

器
性
疾
患
や
皮
膚
疾
患
が
多
く
、
キ
ャ
ン
プ
内
診
療
所
の
患
者
の
4
0
％

は
下
痢
。
特
に
子
供
に
有
病
率
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

　
第
一
次
派
遣
団
や
現
地
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
計
８
人
か
協
力
中
）
は
、
政
府
の
R
e
l
i
e
f

C
o
m
m
i
s
‐

S
l
o
n
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
協
議
の
結
果
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
一
般
診
療
活
動

の
ほ
か
に
、
子
供
に
対
し
て
寄
生
虫
駆
除
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
健
康
教

育
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
具
体
的
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
巡
回
し
、

一
度
に
1
5
～
2
0
家
族
に
対
し
て
、
手
を
洗
う
こ
と
、
ト
イ
レ
を
使
う
こ

と
を
絵
で
説
明
、
子
供
た
ち
に
は
そ
の
場
で
寄
生
虫
駆
除
の
た
め
の
シ

ロ
ッ
プ
や
錠
剤
を
飲
ま
せ
る
。
１
日
３
０
０
～
５
０
０
人
の
子
供
た
ち

に
健
康
教
育
と
投
薬
が
完
了
す
る
ペ
ー
ス
で
、
４
月
2
4
日
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
健
康
教
育
で
、
下
痢
や
寄
生
虫
は
か
な
り
減
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
、

津
曲
氏
は
話
す
。

-

　
ま
た
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
の
大
き
い

地
域
に
は
サ
イ
ク
ロ
ン
の
直
撃
は
な
い
と

いノ４

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
こ
の

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
５
月

か
ら
始
ま
る
雨
季
に
か
な
り
雨
の
ふ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り

な
い
。
政
府
Q
R
e
l
i
e
fC
o
m
m
i
s
i
o
n
4
’
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
こ
の
対
策
が
皆

無
だ
っ
た
た
め
、
雨
季
に
備
え
て
の
緊
急
医
療
援
助
の
対
応
も
決
め
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
５
月
か
ら
６
ヵ
月
間
、
毎
月
入
れ
替
わ
り
派
遣
団
を
送

る
。
既
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
の
メ

ン
バ
ー
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
入
り
す
る
た
め
の
ビ
ザ
が
発
行
済
み
。
活

動
は
上
々
の
滑
り
出
し
と
い
え
そ
う
だ
。

　
一
時
帰
国
し
た
N
a
y
e
e
m
t
1
4
は
、
出
登
則
の
緊
張
と
は
打
っ
て
変
わ

っ
て
穏
や
か
な
表
情
も
見
せ
な
が
ら
第
一
次
派
遣
団
の
活
動
を
報
告
。

　
「
現
地
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
援
助
活
動

を
早
く
始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
初
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
成
功
を
確
信
し
て
い
る
」

　
と
話
し
、
大
き
な
成
果
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、
津
曲
氏
は
こ
の
活
動
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
多
国

籍
医
師
団
構
想
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
資

金
的
な
問
題
は
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
今
回
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
設
立
に
向
け
て
十
分
な
手
ご
た
え
を
得
ら
れ
た

と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
関
心
を
持
た
れ
た
読
者
諸
氏
に
は
、
募
金
や
問

い
合
わ
せ
先
を
記
し
て
お
き
た
い
。

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
會
購
編

出
郵
便
振
替
ロ
座
番
号
‥
岡
山
５
‘
４
４
３
８
０

　
加
入
者
名
‥
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

②
銀
行
口
座
‥
中
国
銀
行
一
宮
支
店

　
（
普
）
１
２
０
６
０
２
６
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

◆
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
東
京
運
輸
事
諸
所

〒
2
4
2
神
奈
川
県
大
和
市
西
鶴
間
３
の
５
の
６
の
Ｉ
Ｉ
０

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
林
米
幸
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
）

T
e
l
.
U
4
6
Z
.
6
3
‘
1
3
8
0

F
a
x
.
0
4
6
2
.
6
3
.
0
9
1
9

◆
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン

〒
7
0
1
‘
1
2
岡
山
県
岡
山
市
楢
津
３
－
０
の
Ｉ

菅
波
内
科
医
院
菅
波
茂
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
）

Ｈ
像
一
.
u
8
6
z
.
8
4
.
7
6
7
6

F
a
x
.
0
8
6
2
.
8
4
‐
7
6
4
5
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NGOとして緊急援助活動をｽﾀｰﾄ
ＡＭＤＡ(ｱｼﾞｱ医師連絡協議会)　　りｚ　　　ミャンマー難民支援μX　　　　　　Jい

　「今回のバングラデシュ領内でのミャンマー難民支援プロジェクトは、私

たちＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）が来年５月に予定しているアジア

多国籍医師団結成に向けて、よいパイロット・スタディになると思う』

　小論２月号『特集　国際保健医療協力・ＮＧＯ』で紹介したＡＭＤＡが、

現在大きな国際間題となっているミャンマー難民に対する東急援助活動を

開始した。

　本レポートは、出発前日と第一次派遣団一時帰国後に行われた配者会見

からの報告。多国籍医師団構想は、日本のＮＧＯとして初めての試みだ。

ア
ジ
ア
1
3
カ
国
に
支
部
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

活
動
ず
る
。
既
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
Q
M
.
A
.
J
a
m
i
l
氏
（
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
よ
り
東
大
第
１
内
科
留
学
甲
）
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
・

馬
庭
宣
隆
氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
病
院
）
が
先
陣
と

し
て
入
国
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
や
彼
ら
か
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
国
境

沿
い
に
点
在
す
る
６
つ
の
キ
ャ
ン
プ
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
２
つ
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
活
勅
甲
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
キ
ャ
ン
プ
内
に
移
動
医
療
キ
ャ
ン
プ
を

設
営
、
緊
急
ほ
療
・
予
防
接
種
・
健
康
教
育
を
行
う
。
第
一
次
派
遣
団

の
役
割
は
、
現
地
状
況
の
把
握
と
今
後
の
活
動
の
た
め
の
関
係
づ
く
り

で
あ
る
と
記
者
会
見
で
報
告
さ
れ
た
。

　
先
陣
に
続
い
て
第
一
次
派
遣
団
と
し
て
出
発
す
る
の
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
代
表
.
N
a
y
e
e
m

S
.A
.
i
（
東
大
第
２
外
科
留
学

中
・
3
1
歳
）
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
・
津
曲
兼
司
氏
（
菅
波
内
科
医
院
副

院
長
・
3
5
歳
）
と
野
田
信
一
郎
氏
（
2
5
歳
）
の
３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
か
抱

負
を
語
っ
た
。
Ｎ
ａ
ｙ
ｅ
ｅ
ｍ
Ｍ
は
、

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て
は
初
め
て
の
活
動
。
日
本
に
医

学
留
学
甲
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
は
１
０
０
人
近
く
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
将
来
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
し
ま
う
。
私
は
、
留
学
生
仲
間
と
。
絶

対
に
国
に
帰
る
グ
ル
ー
ブ
‘
を
つ
く
っ
て
い
る
。
将
来
の
た
め
に
も
、

こ
の
活
動
は
私
の
夢
の
第
一
歩
」

　
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
津
曲
氏
は
、

「
難
民
が
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
帰
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
一
応
、
６

ヵ
月
間
活
動
を
絞
け
る
予
定
だ
が
、
今
後
見
通
し
が
ど
う
な
る
か
現
地

の
状
況
を
把
握
し
て
く
る
必
要
が
あ
る
。
後
に
続
く
参
加
希
望
者
を
広

く
求
め
た
い
」

　
と
、
日
本
の
医
療
関
係
者
の
協
力
を
呼
ぴ
か
け
た
。
医
学
部
在
学
中

に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
学
生
版
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
(
A
s
i
a

M
e
d
i
c
a
1S
t
u
。

d
e
n
t
'
s
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
と
出
会
っ
た
と
い
う
野
田
氏
は
、

　
『
国
際
医
療
協
力
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
い
。
だ
か
ら
今
回
、
初
め

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
験
す
る
と
い
う
意
味
で
は
楽
し
み
」

　
と
、
話
し
た
。

第
一
次
派
遣
団
帰
国
後
記
者
会
見
１
４
月
2
5
日
出
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A
s
s
o
c
l
a
t
i
o
n

o
f
M
e
d
i
c
a
I
D
o
c
t
o
r
s
f
o
rA
s
i
a
t
!
Q
｡
N
ボ
ジ
ア

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
し
た
日
本
人
医
師
・
医
学
生
が
ア
ジ
ア
各
国
の

若
手
医
師
に
呼
び
か
け
、
１
９
８
４
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
設
立
。
日
本
人
も
含
め
た
ア
ジ
ア
人
医
師
た
ち
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
医
療
専
門
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
活
動
の
特
徴
は
、

現
在
1
3
カ
国
に
あ
る
各
国
支
部
の
医
師
た
ち
が
、
自
国
内
の
医
療
活
動

に
取
り
組
み
つ
つ
、
「
ア
ジ
ア
の
友
人
」
と
し
て
対
等
な
立
場
で
、
各
国

の
民
族
的
、
宗
教
的
風
俗
・
習
慣
・
文
化
の
差
に
敬
意
を
払
っ
た
国
際

医
療
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
地
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
永
続
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
た
め
に
、
当
事
国
支
部
の
医
師
た
ち
を

中
心
に
し
、
は
か
の
支
部
は
間
接
的
に
支
援
す
る
形
を
と
る
。
約
４
０

０
人
の
構
成
員
は
、
韓
国
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
1
3
カ
国

に
広
が
る
。

　
「
日
本
か
ら
現
地
に
行
っ
て
、
日
本
の
医
療
を
行
う
と
い
う
従
来
の
医

療
協
力
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
各
国
支
部
の
行
う
活
動
を
彼
ら
の
指
導

の
も
と
に
そ
こ
の
国
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
を
行
う
の
が
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
精
神
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
・
小
林
米
幸
氏
、
国
際
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
今
回
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
活
動
の
中
心
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ

ャ
パ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
が
支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

出
発
前
日
記
者
会
見
－
１
４
月
９
日
索

　
軍
事
政
権
独
裁
に
よ
っ
て
少
数
民
族
の
流
出
か
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
集
団
で
流
入
。
難
民
は
３

月
中
旬
で
１
日
１
万
人
規
模
で
増
加
し
て
お
り
、
3
0
万
人
に
達
す
る

『
ｉ
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
４
月
1
4
日
号
）
。
食
糧
や
水
の
確
保
の
困
難

さ
、
住
環
境
の
劣
悪
さ
か
ら
栄
養
失
調
・
下
痢
を
主
体
と
す
る
消
化
器

性
疾
患
の
発
生
や
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
感
染
症
の
流
布
な
ど
緊
急
医
療
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。

　
今
回
、
派
遣
団
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
保
健
省
発
行
の
許
可
証
で
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
と
の
協
力
関
係
の
も
と

　
そ
し
て
２
週
間
後
の
４
月
2
5
日
、
一
時
帰
国
し
た
Ｚ
肩
Ｉ
ヨ
氏
（
1
6

日
帰
国
）
、
津
曲
氏
（
2
4
日
帰
国
）
か
ら
現
地
の
状
況
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活



【参加者】

長谷川昭一

山本　秀樹

ＡＭＤＡミャンマー難民救援保健医療プロジェクト

　　　　　　　第２次医師団報告

（ＡＭＤＡミャンマー難民救援プロジェクト副委員長）

（ＡＭＤＡ事務局長）

【全体の状況】

　バングラデシュはこの時期は雨期なのでサイクロンによる洪水や，伝染病の流行を予想

していたが，今年は雨が降らずに乾燥した天気が続いていて，幸いなことにキャンプ内で

は大規模な伝染病の流行は起こっていない．

　ミャンマー政府とバングラデシュ政府との帰還に関する話し合いも結論が出ずにいて各

援助団体も模様眺めと入ったところである．バングラデシュ政府の大臣，国会議員団もコ

ックスバザール入りしてＮＧＯの代表を集めて現地の状況をＮＧＯから聞き取る会合も行

なわれ，ＮＧＯに対してキャンプ内での継続的な支援活動と帰還への協力を要請する場面

もあった．

　このような状況の中で，われわれＡＭＤＡの活動は，第１次医師団らの立案した計画の　　＾

もとプロジェクトコーディネーターのS.A.Razzak氏（Dr.S.A.Nayeemの弟）らの現地ス
タッフの手で着実に行われていた．

【業務の進行状況】

１．現地（コックスバザール）のＡＭＤＡオフィス，スタッフの現状

　コックスバザールの市内にＡＭＤＡ現地事務所を開設し，現地でＡＭＤＡバングラデシ

ュのDr.Soumitra Barua にフルタイムで勤務してもらい，コーディネーターに加えて，ヘ

ルスワーカーも２人ほど新たに雇用し合計５人が常時ＡＭＤＡのスタッフとして働き，ロ

ーテーションでチッタゴンのＡＭＤＡバングラデシュの医師が参加することとなった．そ

して，われわれ日本人医師が協力する体制が確立できた．したがって，駆虫プログラムに

加えて，衛生教育プログラムも行なうことが可能となった．

２．駆虫プログラムについて

　第１次医師団が４月25日より開始したDhoapalongキャンプにおける駆虫プログラムを完

了.5367人の子供（６ヵ月以上12才以下，男児:2794人，女児:2573人）にたいして駆虫薬

（levamisole 2.5mg/kg）を投与をおこなった．駆虫薬投与後，寄生虫の排出の有無につい

て問診を行なったところ56%の子供に排出が確かめられた．また，駆虫薬による副作用は認
められなかった．

　一つのキャンプでの仕事が終了する毎に，relief conissioner，distriet commission
er，UNHCRに報告して新たに許可を取る必要があるので，各機関に報告と提言をおこなっ

た．各機関とも，日本からの団体が来てバングラデシュ人の医師とともに活動をを行なっ

ていることを歓迎し，駆虫という地味ではあるが大切な仕事であるとわれわれの仕事を評
価してしてくれた．また，今後の活動に対して助言と協力を約束してくれた.

　Dhoapalongキャンプが終了した後続いて第２のキャンプであるDechuapalong-1キャンプ

ヘと移動することとなった．ここでは，駆虫を行なうだけでなく，投与前に．ニセフの教

材やＡＭＤＡ独自の教材を用いて衛生教育を行ない，その前後で衛生知識に関する質問表
を用意して教育の効果判定も行なうこととした．

７
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第二のキャンプDechuapalong-1　キャンプの概要
　　　　　　　（92年５月末現在）

設立時期:92年１月，行政区場所:Cox’s Bazar県

総人口:4983人（男:2454人，女:2529人）

５歳以下の幼児人口:1 13 3人，６－１２才の児童人口:1285人

世帯数:1084眼帯，98棟，面積：３０エーカー

井戸:25（199人に一つ），公衆トイレ：１１５（４３人に一つ１）

医療機関：政府の診療所が一つ（92年１月より診療，平均外来患者数130人／日）

Dechuapalong-1キャンプの行政区分

↓

ドＯ
↓

↓

４人

ﾚ（）

６人

↓

↓

ロド］
↓

１人

府網
２人

協力ＮＧＯｓ

　　　　ＭＳＦ（国境無き医師団，フランス本部）

　　　　AL-IBLAMIN Foundation（イスラム教のＮＧＯ）

　　　　ＣＡＲＥ

　このキャンプは，16ヵ所の難民キャンプの中でも早期に設立され，コックスバザールに

も近く人口も小規模でありキャンプの運営も他のキャンプと比較的するとうまくいってい
る方である。

　キャンプ長からの許可が降りるとさっそくキャンプ内にＡＭＤＡの出張オフィスの出張

所を建設し，このキャンプ内での活動の基盤をつくった。

９
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活動を開始すると子供達がどんどん集まって
きて列をつくる。
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ミャンマー難民キャンプ活動報告

　今回ＡＭＤＡより派遣され、

現状、活動の内容、健康状態、

１　現状について

　　　　　　　ＡＭＤＡ　　長谷川昭一

５月８日－６月１２日迄難民キャンプで活動した。以下、

問題点について報告する。

　６月７日現在、難民数は２６万８１３４人で、この時点での一日難民流人数は約２００

人だった。当初５月１５日から始まる予定だった自主帰還は中止となり、その後の両国間

の交渉は難航している。難民たちも彼らの人権と自由が確保されないかぎり戻らないとい

っているので、当分の間この問題はつづくものと思われる。

　キャンプは１３にわかれ、コックスバザールからテクナフ迄の地域約６０ｋｍのあいだ

に散在している。うち９万３３人にはｓｈｅｌｔｅｒがなく、ＤＵＭＤＵＭＩＡやＧＵＮ

ＤＵＭなどの大きいキャンプではトイレや井戸も不十分である。

　各キャンプには政府から派遣された役人が勤めるｏｆｆｉｃｅ、保健省管轄のｃｌｉｎ

ｉｃ、３－４のＮＧＯがあり共同して救援にあたっている。

２　我々の活動について

　４月２５日より寄生虫駆除と衛生教育のプロジェクトがはじまった。

　寄生虫駆除は、ｌｅｖａｍｉｓｏｌにｌｉｑｕｉｄ　ｐａｒａｆｆｉｎをへいようする

もので、ｓｉｎｇｌｅ　ｄｏｓｅとした。

　衛生教育のほうはわたしがついた時点で行なわれていなかったため、徐々に準備をすす

め、大型の絵を使いながら寄生虫の生活史、水、トイレについてｌｅｃｔｕｒｅをすると

いう方式をとった。内容についてはまだまだ改善の余地があると思われる。

　コックスバザールにもっともちかいＤｈｏａｐａｌｏｎｇを第一の対象として選び、６

ヵ月から１２才までのこども６０００人強をｔａｒｇｅｔとした。５月３０日までに５３

６７人をカバーしこのキャンプでの活動を終了した。６月２日よりＤｅｃｈｕａｐａｌｏ

ｎｇ１にて活動を再開したが、もろもろの事情を検討し今度は家族全員を対象とすること

にした。８日までに８４６人を診た。

　この間感染症などの疾病に気付いた際は、近くのｃｌｉｎｉｃに紹介した。

３　健康状態について

　コレラなどのｅｐｉｄｅｍｉｃ　ｄｉｓｅａｓｅが流行するような事態にはなつていな

ったが、後述するように貧血、皮膚病、栄養不良症、下痢性疾患などがおおくみられた。

　死因としては、これも後述するように栄養不良症、下痢性疾患、呼吸器感染症によるも

のがおおかった。

　雨季が本格化すると、現状では相当数の死者がでる可能性があると思われる。

１１
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＜調査１＞

子供２５４人中みられた疾患は以下のとうり（３人のＤｒで実施）

貧血

皮膚病

栄養不良症（高度のみ）

下痢性疾患

結膜炎

水頭症

＜調査２＞

：９９

：３３

：１６

・
一

一
一

一
Ｓ

（
X
）
L
Q
　
H

水とう

臍ヘルニア

中耳炎

血尿

黄疸

涙のう炎

６月２日時点で政府に報告があった死因の内わけは以下のとうり

　栄養不良症

　下痢性疾患

　心疾患

　痙拳

４　活動の評価について

　１）寄生虫駆除

：３３９　　呼吸器感染症

：２０２　　老衰
一
Ｓ

φ
・

３

１

２

２

その他

１
　
１

１
　
１

一
ｌ
　
ｅ
Ｓ

一
・

・
Ｓ

１
　
１

(計９９１人)

　：１１７

一
・

一
・

　５２

２３７

駆虫薬投与後８－９日目に、２５４人のこどもを対象に調査を実施した。

寄生虫が便中に確認されたもの

寄生虫を便中に確認できなかったもの

投与後便秘があったもの

２）衛生教育について

別紙を参照

5’問題点について

　１）いつまでやるか

　２）人材をいかに確保するか

　３）衛生教育の方法について

　４）対外活動について

　５）待遇について

１４６人

１０８人

　　３人

５ ７．５％

４ ２．５％

　１．２％

診療中の長谷川医師（左側）
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　　　　　　　　　ＡＭＤＡブータン難民救援保健医療プロジェクト

　　　　　　　　　ＡＭＤＡ多国籍医師団パイロットスタディー第２弾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　山本秀樹

【背景】
　ブータンはヒマラヤ山脈に位置する山岳国で，人口は約７０万人である．総人口の半数

はチベット系でブータン国固有の民族であるブータン人が約半数，残りの半数の内ネパー

ル系の住民が４５－５０％を占め，インド系住民が５％前後である．ブータンに居住する

ネパール系住民は100-50年前からネパールより移住してきた人々でブータン人は公用語で

あるゾンカ語を使用するのに対して，ネパール系ブータン人はネパール語を使用し，宗教

・生活習慣においてもブータン人は仏教を信仰し民族衣装の「ゴ」を着用するのに対して，

ネパール系住民はヒンズー教を信仰し，サリーを着ている．

　これまで，ブータン国内ではネパール系住民の立場は尊重され学校においても公用語で

あるゾンカ詰の他にもネパール語を教えることが認められていており，官僚，教師，医師

等の社会的地位のある職業にもつく者も少なくなく，ネパール系住民のブータン国内の政

治的，経済的な地位も大きな位置をしめるにいたってきた．しかしながら，1989年にネパ

ールの民主化が起こって以来，ネパール系ブータン人の間でも民主化運動が高まり，それ

を恐れたブータン国政府はネパール系住民を閉め出す政策を取るようになってきた.1991　－

年初め頃よりブータン国外に脱出してネパールヘ入る住民の流れが起こるようになり，と

りわけ今年になってからその数は急増しつつあり，東ネパールのメチ県のインドとの国境

の都市であるジャパにブータン人難民キャンプが設立された．

　ネパール系ブータン人難民はまずインドのアッサム地方へ脱出してバスをチャーターし

てネパール領内に入国している．その数は92年６月現在約50,000人で現在でも300-500人／

日のペースで流人しつつあり１０万人に連するのは時間の問題といわれている．

　一方救援活動のほうは，ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）や現地のＮＧＯの手

で住居，食糧，水，保健の援助が行われているものの急増しつつある難民の数に対して対

応しきれていないのが実状である．とりわけ，保健医療の面ではキャンプのある東ネパー

ル地区自体がたいへん医師不足の地域であるため医師を得る事がたいへん難しく５万人の

難民に対してネパール人の医師が２人，ブータン人難民の医師１人の合計３人で，保健医

療活動を行っているにすぎない．

　ブータン難民は山岳地の冷涼な地域の出身でありキャンプのある東ネパールの熱帯気候

に適応が不十分であり消化器系の疾患やマラリヤにり患しているものもみられる．また，

キャンプの環境は悪く，今年の２－３月には，細菌性赤痢，麻疹の大流行がそれぞれ起こ

った．細菌性赤痢についてはＳＴ合剤，アンピシリン耐性の菌が出現したことや，難民の

中には栄養状態の悪いものも多かったため，栄養状態の悪い子供を中心に死者が続発した．

このブータン人難民キャンプの状況を重くみたAMDA，Nepa1ではAMDA，Nepa1で救　　．_

援活動を行う事を決定するとともに，５月13日ＡＭＤＡ，日本支部に対して協力要請を行

った．

【これまでの経過】

５月13-25日

　ＡＭＤＡネパールから調査隊派遣決定，実施準備

５月25-30日

　AMDA,Nepalでは５月25-30日にかけてDr.Nirmal Rima1，Dr.Rohi t Pokhare1 の２名

の医師が郵政省国際ボランティア貯金助成事業で購入した巡回診療用車両でジャパの４つ

の各キャンプで第一次現地調査・巡回診療を行い３日間で５００人の患者を診察した．

６

ビ

Ｕ

月5－11日
ＡＭＤＡ，山本事務局長，ネパール訪問

シュヌ村診療所巡回診療の後，ジャパのブータン難民キャンプの第２次調査

ＮＨＣＲカトマンズ事務所，Rutheron World 等の現地ＮＧＯと調整
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め
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人
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ア
十
三
力
国
の
医
師
で
組
織
す
る
民
間
の
国
際
協
力
団
体
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
―
菅
波
茂
代
表

（
四
£
、
廬
・
岡
山
市
楢
津
、
菅
披
内
科
医
院
内
ｏ
は
こ
の
ほ
ど
、
政
情
不
安
に
よ
る
ブ
ー
タ
ン
難
民
が
急
激
に
流
入
し
て
い

る
ネ
パ
ー
ル
で
難
民
の
疾
病
状
況
な
ど
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
感
染
痙
で
死
者
が
多
発
す
る
な
ど
現
地
の
生
活
・
衛
生
状
況

は
厳
し
く
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
近
く
医
師
団
を
派
遣
す
る
。

　
調
査
の
き
っ
か
け
は
五
月
中

旬
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部

か
ら
同
本
部
へ
、
難
民
流
入
の

連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
は
同
日
本
支
部
の

山
本
秀
樹
事
務
局
長
（
‘
一
八
Ｔ
岡

山
犬
医
学
部
助
手
Ｉ
ら
を
派

遣
。
同
ネ
パ
ー
ル
支
部
と
共
同

で
五
月
二
十
五
日
か
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今
月
十

八
日
に
か
け
三
次
に
わ
た
リ
調

査
し
た
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ど
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ど
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査
す
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と
も
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各
キ

ャ
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プ
で
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療
を
実
施
。
ま
た

難
民
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難
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緯
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調
査
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と
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難
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人
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ブ
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一
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三
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百
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ネ
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入
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い
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政
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織
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。
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二
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月
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キ ャンプ内診療所開設の許可取得に向けて調整

６月１２－１８日

　ミャンマー難民プロジェクトの任期の終了したＡＭＤＡ，ミャンマー難民プロジェクト

副委員長の長谷川医師，急き

の診療所開設の準備にあたる

【現状報告】

キャンプ名

1.Maidar　camp

2.Timai　calp

3.Patheri　camp

4.Beldang calp

5.Goldhap

人□

8,000人

8,000人

17,000人

10,000人

10,000人

ょバングラデシュからネパールヘ渡航．ジャパのキャンプで

【その他の援助団体】

　　　Rutheron World

　　　Save the Children （U、K）

【ＡＭＤＡプロジェクトの目的】

医療施設の少ないブータン人難民に対してプライマリーケアを提供する

また，予防医学的見地から感染症の予防，栄養改善等の健康教育についても十分行なうよ

うに努める．

【参加者】

　ＡＭＤＡ，日本，ＡＭＤＡ

　日本，ネパールの医学生

ネパールの医師

【方法】

　５つのキャンプの中心に位置するマエダールキャンプの中にフィールドクリニックを開

設し、ネパール人医師と日本人医師の合同診療を行う。他のキャンプで医師が確保され診

療所が開設されるまで、ヘルスワーカーで対応できなかった症例についてＡＭＤＡの医師
が対応する。

　ＡＭＤＡフィールドクリニックでも対応できないような症例については、ＡＭＤＡネパ

ールのDr.Upretiの勤務しているMechi Zonal Hospital （メチ県立病院）に転送して入
院加療を行う。

【予算】

ネパール人医師・ヘルスワーカー人件費

日本人医師渡航費（１人／月）

薬品代

医療機器代

健康教育教材費

オフィス賃貸料

通信費

現地運輸費

スタッフ住居・宿泊料

など概算すると１ ００万円／月が必要。
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１６

向うに見えるのがマイ河。
難民キャンプはマイ河河原にある。

ＡＭＤＡ、ビスヌ村診療所にて、この車

でブータン難民キャンプまで行った

ブータン難民の子供達

ブータン難民キャンプ（マイダールキャンプ）

ネパールの医学生も、ブータン難民キャンプ
ヘかけつけている。

ＵＮＨＣＲカトマンズ事務所

　左よりUNHCR・プログラムオフィサーMr.〔

ベラポン、Dr.ディネシュポカレル、Dr.山本､

〕

　中央写真はUNHCR、緒方定子
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１

カンボジアの医療（第２報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗山村国保診療所　　国井　修

　はじめに
第1報でカンボジアの医療の概要を報告したが、今回は農村の実情をレポートしたい。
第三匪界は農村問題に集約されると言われるが、例えばカンボジアの抱える難民問題も、
帰還の途中はＵＮＨＣＲにより擁護されても、最終の定生地である僻地では自立を余儀なく

される。そこは、地雷の完全撤去地域とは言えず、マラリア・デング熱の汚染地帯である

こともしぱしばである。約37万人の帰還難民が健康な生活を送れるか否か、それは農村で
いかに疾病予防・治療を行っていけるかにかかっている。

　今回、カンボジアの一農村における保健・衛生・医療調査を行ったのでその結果を報告
し、考察を加えたい。

2.調査方法

　1992年4月21日から4月30日までの10日間、民主カンボジアの首都プノンペンから約45k
m南にあるタケオ県バティ郡ターノップ村（236世帯）において、21世帯を無作為に選び
通訳を介して直接面接による聞き取り調査を行った。回答者はすべて女性で、平均年齢葉

42.5土11.8才、対象とした世帯の家族数は合計124名であった。質問項目は、家族構成・
飲料水・燃料・妊娠歴・出産時の状況・栄養・家族計画・予防接種・下痢症・疾病状況・
病気になった際の受診行動・健康意識など12項目であった。
　飲料水の検査として、13世帯の水瓶の水および近隣の11のポンプ井戸の水に関し、大腸
菌及び一般細菌による汚染度を調べた。
　また、村内に伝統治療師（クール・ボラーン）を訪ね､その教育歴・診療状況・治療法・
効果などについて面接調査を行った。

3.調査結果

Ｄ家族構成

　一世帯平均家族数は5.91人、男性が45.9％であった。 18才未満の割合は45.8％で、日本

における23.1％に比べ若年層が多い傾向にある。
2）飲料水

　5から11月までの雨期には、回答者の世帯のうち100％がで水瓶に貯めた雨水や家から平

均10m位の場所にある池の水を飲料水としていた。 12月から4月までの乾期には、ユニセ

フが村内に200～300m間隔で作ったポンプ井戸を利用するものが75､0％、そのうち池の水

も併用するものが33.3％、池の水のみを飲料水としているものが25.0％であった。これら

の水は、各家庭でにあるひと抱え程（400～600 1 ）の水瓶に保存するが、蓋をしておくの
は6割程度であった。

　この水を飲料水とする際、必ず煮沸すると答えたものは9.5％、全く煮沸しないのが

19.0％、残りの71.5％は煮沸するときもしないときもあった。煮沸しない理由として、高

温多湿のため冷たい水が飲みたい、親が煮沸して飲ませようとしても子供は水瓶に直接手

や口をつけて飲んでしまう、燃料が足りないなどの理由があげられた。

　また、乾期において他は遠いところで1.5km以上も離れ、水は少なく泥や藻で混濁し、

子供や家畜が自由に水浴をし、決して衛生的ではない。にもかかわらず、近くにある衛生

的なポンプ井戸の水よりも池の水を飲料水にする理由として、全員が水がまずいからと答

えた。この水は、鉄分が多いといわれ、飲料水にするには酸味があり、米を炊くと黄色く
着色する。

　水の一般・大腸菌の検査は、ポンプ井戸がトイレの近くにあるものにやや汚染が見られ

るものの、全体的に衛生的であるが、水瓶に保存したもののほとんどは大腸菌・一般細菌

ともにかなりの汚染がある。これは、汚染されている他の水を汲んでくること、子供が直

□ AMDA/JAPAN NEWS LETTER JUNE
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生後20日の新生児と祖母。 40℃以上の

発熱がありミルクは飲まず、四股が虚

脱している。

大泉門が張りツーゴールは低下。

歩いて30分のところに郡病院があるが、

放置しておいたという。点滴、抗生剤

の処方をして郡病院を受診するよう指

示したが、行かなかった。

村の中では中の上の家。

高床式の家の内は涼しいが、屋外は
40℃を超えることもしばしば。

　　　　　　　　　　　　　　－　･一一＝j　’|八ノ薬草。12種類の木の皮、根などを

煎じて服用。
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接手を入れたり口を付けたりして飲んでいること、水瓶をきれいに洗うことがなく次々に

水が加えられていることなどが汚染の原因と考えられる。
3）トイレ

　トイレが屋内外とも設置されているところはなかった。中には穴を掘り、瓶などをいれておいて、排便後には灰などをかけるものもいたが、全例において家のまわりの畑や野原

において排尿・排便を行い、水・葉・木の枝などで拭う。乳幼児はおむつがないため、屋
内でたれ流しであった。
4）燃料

　牛糞や籾がらも利用するが、全例において主に薪を燃料とし、屋内外の簡易かまどで料理をする。森林は内戦中に伐採されているため薪は不足しており、マーケットで貿ったり、

潅木の枝を払ったりして千にいれているが、時に木の幹まで切らなくてはならないことも
ある。

5）妊娠歴・出産時の状況

　妊娠回数は平均5.05回、流死産は一人平均0.3回であった。妊娠中は家事や農作業はほとんど普通に行い、出産後は平均1週間休んだ後に働きはじめた。また、出産は99.1％が
自宅分娩で伝統的助産婦（Tnlditiona1 BirthAttendant）による介助が623％を占めていた。

臍帯切除としてはハサミ・カミソリの刃を使うが、煮沸して使用するのが47.6％、新しい

ものを買うが38.1％で古いものをそのまま使用するのが14.3％であった。
6）栄養

　100％母乳栄養で、離乳時期は平均6.5士3jケ月、内容は粥に砂糖や塩を加えたもので、肉・野菜などを加えるのは平均12.7土4.8ヶ月であった。成人の食事は、一日3食であるが

米を主食として権かの魚・肉・野菜で、1500kcaf程度と�われる。
7）家族計画

　家族計画というものを知らないと答えたものが95.2％であったが、その回答者の中で知っていれば利用したい、またはしたかったと答えたものが75.9％であった。理想の子供の

数は平均4.8士L6人であったが、中には10人と答えたものもあった。
8）予防接種

　受けたことのある子供は3.8％のみで、受けなかった理由としては、「予防接種が村の
中まで来なかったから」が42.1％、「予防接種が何であるかを知らなかったから」が21.1
％、「重い病気にならなければしなくてもよいと思ったから」が21.1％、「針でさされる

のが恐かったから」が10.5％であった。

　この国では親が覚え易いように、右腕はDTP、左腕はBCG、右足は騨疹というように場
所を決めている。

9）下痢症

　この国では、水様使で症状が重篤になってはじめて下痢と呼ぶが、重篤な下痢症をおこす者のうち、5才未満の子供が41.8％、10才未満は98.2％であり、年平均一人4.3回であっ

た。下痢のとき水は飲ませないと答えたものが29％であった。また、ユニセフが下痢症対

策のため配給している経口補液剤オラリットを知っていると答えたものは76.2％、そのう

ち使用経験のあるものが87.5％であった。
10）疾病状況

　この一年間に罹患した病名または症状を家族全員を対象に質問したところ、7割のものに何らかの健康問題があった。そのうち、咳楸が9割で最も多く、次いで下痢6割、発熱4

割、各種痛み3割であった。

　また、対象の世帯内での5才未満の死亡数は7名（うち1才未満は2名）であり、そのうち
6名は急性の熱性疾患であった。
II）受療行動

　健康問題が発生した際の受療行動としては、8割は自宅での伝統治療を行い、6割はクール・ボラーンと呼ばれる伝統治療師から薬草治療を受けたり、村に住んでいる郡病院の看

護婦から処方を受けたりする。歩くと30分以上かかる郡病院（30床）に行くものは4割に

過ぎない。なお、自宅での伝統治療とは、下痢・痛み・熱などに対しコインで皮膚を赤く

なるまでこする療法、頭痛などのときに杯くらいの大きさのコップに火を入れ取り除いた

１９
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一

一

後すぐに眉間に逆さにコップをあてて真空状態にして吸引させる療法、そして下痢・風

邪・分娩のときなどに竹や木のベッドの下に小さな火を起こして主に腰を温める療法など

がある。回答者によると効果はあるとのことであった。
12）健康意識

　　「日常生活の中で、健康に関して問題があるか」という質問に関し、あると答えたもの

は9.5％に過ぎず、ないと答えた者に「生活上、何が問題か」という質問をしたところ、

食糧不足や経済的余裕がないことが問題と答えた。

13）伝統治療師（クール・ボラーン）

　クメール語でクールとは治療師、ボラーンとは伝統という意味で、300～500人の村に2、

3人が存在する。面接を行った治療師は実父よりその知識・技術を得たが、一般に伝統治

療の教育機関はなく徒弟制度的に古来から継承されてきたものが多い。治療方法は100種

類以上の薬草や鉱物、動物の副産物などを調合した薬物療法が主であるが、呪術的な治療

をも行う。治療対象の疾病と･しては、皮膚病からコレラ・マラリアに到るまで多岐に渡る。

特に有効と患われるものの処方例には次のようなものである。

　a）マラリア：ライムの根、トリカブトの根、生姜を錆びた鉄と共に煎じて服用。

　b）肝炎：笹の葉を含む4種類の薬草とある種の虫の巣を純金または純銀浸しながら煎じ
　　て服用。

　c）分娩前後の滋養剤:12種類の薬草の幹・根・葉などを煎じて服用。
　d）分娩後の多量出血の止血：夫の尿を3種類の薬草と共に服用。

　患者は週3、4名で、診療報酬は各個人に委ねる。患者の経済状態によっても異なるが平

均200～500リエル（約30～ﾌ0円、米丿幼くらいの値段）で、腿金で支払.t､ない掃今、身作

物・家畜などで支払う。西洋薬に比べ安いとはいえない。

4.考察

　今回の調査場所は、郡病院の管轄地域の中では病院に最も近い村の一つであるが、上下
水・汚物処理などの衛生状態はもとより、最低限の食糧も十分に確保されていない状態で
あった。従って、燃料の不足、栄養の不足などの社会環境、経済状態が直接、衛生状態、
健康状態、子供の発達などに影響している。また、予防接種や家族計画などに見られるよ
うに教育・情報の不足や、健康に対する意識の希薄も否めない。

　しかし、これらはカンボジアの民族性・風俗・文化も考慮しなければ容易に評価できる
ものではない。小児の栄養失調に対して、中村安秀先生が指摘しているとおり、必ずしも
食料不足が栄養失調を招くのではなく、離乳に対する概念がないために、故意に十分な栄
養を離乳として与えないことによる成長障害も起こり得る。また、汚染された水でなく、
安全な水を確保するため、ポンプを普及させ、煮沸を奨励しても、昧へのこだわり、炎天

下の冷水の欲求、煮沸に要する経費の削減などの住民側のプライオリティを考慮せねば、
無駄な施策に終ってしまうこともあり得る。保健・衛生・医療問題が、住民にとって必ず
しも最優先の問題ではないことを認識する必要もある。

　住民にとって村の保健・医療の担い千は、伝統的助産婦・伝統治療師・村内の医療スタ
ッフなどであり、日本のような病院中心の医療体系では理解し難い。したがって、カンボ
ジアの保健・医療の向上には、これらの”村の医療関係者”がいかに体系的、組織的に動
き、文化的、経済的、社会的な見地に立った運動を推進していけるかが重要である。

5.結語

　カンボジアの一農村において健康調査を行った。衛生状態は劣悪であるが、それ以前の
経済状態が問題であった。

　今後、健康状態を改善するためには、その基盤に立つ産業・経済の発達が大切であるが、
健康教育、情報の提供や健康意識の覚醒などが重要なポイントになる。この際、地域の中
にある伝統的医療資源を有機的に機能させることが必要であるが、常に住民側のニード、
プライオリティを考慮した、押し付けでない活動を推進させることが肝要であると考えら
れた。
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　　　　　　　　秋田大学医学部講師　遠田耕平

　今回はベトナムの予防接種計画の成果と問題点をまとめてみました。

（調査の結果から）

　ベトナムの予防接種計画の調査結果は主に次の３つにまとめられました。

（１）　高い予防接種率と優れた予防接種活動：

　北部を中心に非常に高い接種率と、組織力の優れた接種活動が証明された。

ラオス国境に近い山間部ですら、１才以下のＢＣＧ・ポリオ・三種混合（Ｄ

ＰＴ）・麻疹の接種率は９０％を越え、また妊婦の破傷風ワクチンの接種率

も６０％以上という高値でした。一方南部では、５０％近くまで接種率が下

がる地域があり、山岳小数部落では、３０％と接種率はバラツキがあること

もわかりました。保健婦さんはどこでも実によくトレーニングされていて、

毎月１回自転車で氷詰めにしたワクチンを運んできては、注射器と針を幾度

も煮沸消毒しながら予防接種を行っています。郡レペルでのワクチンの冷凍・

冷蔵保存（ゴールドチェーン）の状態もよく、村のレベルで出生登録や予防

接種の記録が細かくノートに記載されているのも印象的でした。

（２）　不安定なワクチン供給：

　１９９２年度の定期接種の為のワクチンは現在確保されたが、１９９３年

以降の分については、目どが立っていないのが現状である。ベトナム政府は

ワクチンの自給を目指して、生産開発を強化している。

しかし、ＢＣＧ（４３０万回分）がほぼ需要を満たしているのを除くと、Ｄ

ＰＴは必要料の１０％（１ ５０万回分）、ポリオは２５％（３００万回分）、

破傷風は４０％（２００万回分）、麻疹はＯ％の自給率である。

ベトナムが自国生産を確立するまでの間、日本をはじめ先進国からの安定し

たワクチン供給こそが、質の高いベトナムの予防接種計画を維持する上で必

要であると痛感しました。

　（３）疾病報告システムの改善の必要性：
　保健所には一応届出伝染病のシステムがありますが、現実には、はしかか

ポリオ・新生児破傷風の重症患者が、中核病院を受診した時のみ記録される

ようで、その実数は未だ不透明です。特にポリオ根絶計画という観点からは、

ポリオの発生（急性弛緩マヒ）が、確実・迅速に報告され、便の採取・周辺

住民へのワクチン・患者の追跡など適切な処置がとられてはじめてポリオビ

ールスの根絶に近づけます。しかしベトナムでは根絶に必要な充分な量のワ

クチンが不足しているだけでなく、報告システムの責任の所在が不明確。

２１ AMDA/JAPAN NEWS LETTER JUNE ９２
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保健婦のレベルまで、報告システムのトレーニングがゆきとどいていない。

ハノイとホーチミン市にビールスを分離できる研究所がありながら、まだベ
トナム全土をカバーしていない。道路事情が悪く、検休の運搬が難しい等々。
　ポリオの根絶に向けて十分なワクチンの供給と報告システムの改善は車の
両輪のようなものと言えます。改善の一案として、機動チームを編成し、ポ

リオ発生のある県や郡に出向いて、実際の根絶活動の実例を示しながら確立
していくという方法が考えられています。

（補１）

　公に言及すべきことではないとは知りつつ、保健婦さんの一ケ月の給料が
２～４ドル・医者でも８～１０ドル（一ケ月の生活費は都市で２０ドルとい

われている）ほとんどは共働きをして、農村では小さな畑をもってなんとか
生計を立てているようです。コーラやビールが１ドルと、公開市場への移行
と共にすでにインフレの始まったベトナムでは経済の舵取りが保健行政のか
ぎを握っていると言っても過言ではないでしょう。アメリカ・日本をはじめ
世界の企業が今、ベトナムの優れた労働力・広大な市場・豊かな天然資源を
狙って最前列に押し寄せている感じです。予防接種を支える優秀な保健婦さ

んらや医療関係者達が職場を去らずに生きていけるだけの給料の財源確保は、
やはり急務と思えるのですが………。

（補２）

　もちろん予防接種計画によってのみ、途上国の子供達の健康が確保される
わけではありません。子供達の栄養状態・家庭の経済力・教育の機会等々が
貧困を軸に複雑に絡み合い、そこへ政変や天災でもあろうものなら、まさに
波間の枯れ葉のように、子供達の命も浮き沈みするように見えます。
それでも、予防接種計画は、先進国から途上国に手渡せる数少ない道具（ト
ゥール）の１つなのだと感じています。中央から農村まで予防接種システム
が確立でき、そこの国の人々の力によって維持できるようになったとき、こ
のシステムを軸に、母子保健や公衆衛生教育の肉づけをしていくことも可能
な筈だと思っています。

　今はベトナムに少々思い入れが強すぎるようですが、あの稲穂のように実
り豊かなベトナムの未来を夢見て、自分なりにできることを少しづつ実行し
たいと思っています。

-

　ＡＭＤＡアジア多国籍医師団構想の一環として難民緊急救援医療プロジェク

トに「ワクチンセンター」の設置を考えています。遠田耕平先生にはその豊
富な経験に基づいたマニュアルづくりをお願いしています。

２３ AMDA/JAPAN NEWS LETTER JUNE
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郡のワクチンの為のフリーザー

　(UNICEFの供与)

助産婦の使う分娩の道具
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大
き
い
。

　
林
原
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
回
メ
セ
ナ
大
賞

受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
林
原
フ
″
Ｉ
ラ
ム
を

充
実
す
る
た
め
に
、
Ｊ
弑
‥
原
フ
。
Ｉ
ラ
ム
顧

問
委
員
会
〃
を
設
立
し
、
教
主
様
を
は
じ

め
、
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
石
毛
直
進

氏
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
学
長
・
旭
川
荘
理

事
長
江
草
安
彦
氏
、
東
京
大
学
理
学
部
教
授

鈴
木
増
維
氏
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教

授
中
山
時
子
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
貧
者
で
数

学
者
の
広
中
平
陪
氏
（
五
十
音
順
）
に
顧
問

委
員
を
委
嘱
し
た
。

　
第
一
回
の
顧
問
委
員
会
で
は
、
林
原
フ
″

Ｉ
フ
ム
の
基
本
姿
勢
が
改
め
て
論
議
さ
れ
、

自
然
科
学
の
基
礎
分
野
に
か
か
お
る
も
の
を

展
開
す
る
こ
と
、
社
会
科
学
的
ま
た
国
際
性

の
あ
る
運
動
を
後
援
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
そ
し
て
平
成
五
年
に
計
画
さ
れ
て

い
る
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
創
設
に
つ
い

て
、
林
原
フ
。
Ｉ
ラ
ム
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
後
援
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
平
成
五
年
五
月
に
は
岡
山
で
ア
ジ
ア
多
国
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器
材
や
薬
品
不
足
も
深
刻

　
軍
事
政
権
の
圧
政
か
ら
逃
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
を
医
廣
面
か
ら
敗
済
す
る
た
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

海
康
活
動
に
当
た
っ
て
。
い
た
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
喩
一
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
‐
苛
政
弧
代
資
、
本
部
・
岡
山
巾
嫌
障
、
苛
哨
内
科
医
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内
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の
1

!
l
l
l
l
R
U
C
!
x
j
’

9
1
’

!
l
l
l
!
!
1

r
l
l
Q
斯
学
環
境
は
一
一
し
て
い
た
以
£
に
Ｉ
い
。
早
急
な

救
済
が
必
嬰
」
と
爽
屑
黍
薪
え
て
い
る
。

時
な
ど
に
「
ア
ジ
ア
多
国
籍

医
師
団
」
鳶
緊
急
派
遣
で
き

る
態
勢
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
Ｎ
Ｏ
Ｏ
（
非
政
府
粗
織
）

活
動
の
一
つ
で
、
来
年
五
月

か
ら
爽
施
の
予
疋
。
テ
ス
ト

ケ
ー
ス
と
し
て
今
月
末
か

　
岡
山
の
民
間

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ら
、
日
本
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ξ
カ
国
医

師
団
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

チ
ッ
タ
ゴ
ン
市
に
一
肩
。
五
、

六
人
が
Ｉ
チ
ー
ム
に
な
り
、

交
代
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

　
（
こ
と
は
欄
参
照
）
に
対
す

る
医
家
協
力
を
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
一
九
八
四

年
に
、
岡
山
市
で
内
科
医
院

を
初
茸
す
る
慧
波
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
設
立
。
会
費
や
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三
力
国
医
師
団
の
第
一
次

チ
ー
ム
に
は
、
日
本
か
ら
は

岸
曲
兼
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・
鰐
咬
内
科
医
院

副
院
長
（
’
‘
或
）
ら
二
人
が
参

接
種
な
ど
に
あ
た
る
。
聚
還

責
用
は
五
百
万
円
を
目
標
に

募
金
ず
る
。

　
医
師
団
聚
瑠
と
同
時
に
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来
年
の
ア
ジ
ア
多
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籍
医
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団
事
業
実
施
に
備
え
て
ア
ジ

　
朧
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Ｅ
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ｌ
ｗ
聯
｀

ア
各
地
で
の
「
拠
点
」
づ
く

り
に
取
り
粗
む
。
毬
肢
代
表

は
「
ア
ジ
ア
の
医
師
が
と
も

に
緊
急
塚
原
扱
助
に
汗
を
麿

し
、
お
互
い
の
信
頼
感
を
育

て
て
い
き
た
い
。
日
本
の
国

際
貢
献
の
新
し
い
屡
こ
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て

い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
事
務
局
（
０
８
６
２
・
8
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去
る
五
月
二
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、

第
一
回
林
原
フ
。
Ｉ
フ
ム
顧
問
委
員
会
が
開

か
れ
、
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
の
創
設
に
援

助
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
世
界
的
に
は
フ

ラ
ン
ス
に
本
部
を
持
つ
「
国
境
な
き
医
師

団
」
が
あ
る
が
、
今
ま
で
日
本
人
が
関
与
す

る
国
際
的
に
活
躍
す
る
医
師
団
は
な
く
、
こ

の
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
は
日
本
の
国
際
貢

献
の
新
し
い
形
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
林
原
フ
。
Ｉ
ラ
ム
は
、
林
原
グ
ル
ー
プ
が

昭
和
六
十
年
か
ら
年
に
数
回
、
社
会
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い

る
自
然
科
学
者
（
ノ
ー
ペ
ル
貧
受
貧
者
を
含

む
）
、
社
会
科
学
者
を
招
い
て
講
演
会
や
シ

ソ
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。
昭
和
六
十

一
年
に
は
本
数
と
共
催
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

建
国
の
父
で
あ
る
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
生
誕
百

二
十
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
南
ア

ジ
ア
の
歴
史
と
現
状
」
を
開
催
し
、
大
き
な

反
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
誌
で
既
報
の
と
お

り
で
あ
る
。
本
誌
「
道
ご
こ
ろ
」
で
教
主
様

が
執
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
林
原
グ
ル
ー

プ
は
昨
年
暮
れ
、
第
一
回
メ
セ
ナ
大
賞
を
受

賞
し
た
。
こ
の
メ
セ
ナ
大
賞
は
、
芸
術
文
化

活
動
の
た
め
に
す
ぐ
れ
た
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
企
業
や
財
団
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
も

の
で
、
特
に
昨
年
は
初
め
て
の
こ
と
で
も
あ

り
新
聞
報
道
に
よ
る
と
選
考
委
員
会
で
意
見

が
百
出
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
日
本
に
お
け

林原フォーラム顧問委員会-あいさつされる柿原社長｡左端は広中平柿氏

る
ズ
セ
ナ
哲
学
〃
を
打
ち
立
て
、
日
本
に

お
け
る
メ
セ
ナ
の
方
向
性
を
打
ち
出
そ
う
と

い
う
意
味
の
あ
る
選
考
だ
っ
た
た
め
と
い
わ

れ
、
そ
れ
だ
け
に
林
原
が
受
賞
し
た
意
義
は
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　　　　　　アジア医師連絡協議会　代表　菅波茂

　東北タイの農民の困窮は今日のタイの大きな問題になっています。原因は
干魅と塩分を含んだ土壌にあります。日本も国際協力事業団を通して様々な
プロジェクトを東北タイで実施しています。チャムロン氏はバンコック知事
の時に､バンコックのスラムの問題は東北タイの農民が貧困のためにバンコ
ックに流入してくるのが主たる原因であり、その対策として彼らの生活向上
を熟慮していました。そのためには「お金のかからない農業」が必要との考
えをもっていました。一方、私達は平成３年８月から「日一タイ医学定期交
流ﾌﾟログラム」を開始しています。東北タイからの医師および看護婦の計五
名を招いて岡山での地域医療研修視察を実施しています。彼らとの話し合い
では保健医療水準の向上は農村開発の一環として考えた方がよいとの結論で
す。「農村開発と医療」がこの支援プロジェクトのテーマです。今回のチャ
ムロン氏の訪問を機会に東北タイ農村開発プロジェクトとして「農村開発と
医療」に包括的に取り組みたく思っています。皆様のご支援をよろしくお願
い申し上げます。

なお、ＡＭＤＡとチャムロン氏との経過は下記のごとくです。
１）平成３年５月に医療法人アスカ会のボランティア代表がチャムロン氏
　に面会し帰国後「岡山県案内」を送りました。
２）平成３年８月にチャムロン氏から岡山県に東北タイ農業指導者の研修
　受け入れ要請の手紙がきました。

３）平成３年９月にその要請をＡＭＤＡが受けることになりました。
４）平成３年１１月に菅波茂代表がAMDA-ThaiのDr.Nipitと共にバンコック
　都庁でチャムロン氏と正式に受け入れを約束しました。
４）平成４年２月に秘書役をされているパタマバディさんが岡山に来られ
　て有機農法で有名な高松農協を視察。受け入れの協議をしました。
５）平成４年３月にチャムロン氏自から東北タイ農業指導者研修団のリー
　ダーとして岡山訪問の連絡が有りました。
６）それから以後皆様のご存じのような政情混乱が有りました。
７）平成４年５月に岡山訪問の確認がありました。
８）平成４年６月に岡山訪問の再確認がありました。
９）平成４年７月下旬に岡山訪問の予定です。

２７

チャムロン氏秘書パタマバディさんが高松農協を視察｡(平成４年２月)
写真左より苛波先生、藤井虎雄高松農協組合長、パタマバディ氏、
ボランティアグループ代表三谷きくこ氏。
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タ
イ
の
民
主
化
運
動
の
指
導
者

四
　
　
ａ
　
　
　
　
　
｀
皿
　
　
　
　
　
ｙ

高
松
農
協
な
ど
で
農
業
研
修

　
五
月
に
タ
イ
で
起
き
た
国
軍
と
反
政
府
勢
力
と
の
流
血
事
件
で
、
民
主
化
運
動
の
指
導
者
だ
っ
た
前
バ
ン
コ
ク
知
事
の
チ
ャ

ム
ロ
ン
氏
を
団
長
と
す
る
タ
イ
の
農
業
関
係
者
ら
の
研
修
団
が
七
月
下
旬
、
岡
山
市
を
訪
れ
、
農
業
研
修
な
ど
を
行
う
こ
と
が

二
十
日
ま
で
に
決
ま
っ
た
。
岡
山
市
に
本
部
を
置
く
民
間
の
国
際
協
力
団
体
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
と
、

岡
山
県
、
岡
山
串
高
松
農
協
な
ど
が
協
力
し
て
受
け
入
れ
る
。

習詔回|
頭韻目
顔懇謳|
タイの民主化運動指導者チャムロ

ン氏からＡＭＤＡに届いた手紙

一

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
か
ら
岡
山
市

楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
菅
波
茂
代

表
）
に
届
い
た
手
紙
に
よ
る
と
、

研
修
団
の
一
行
は
チ
ャ
ム
ロ
ン

夫
妻
と
タ
イ
東
北
部
農
村
の
農

業
指
導
者
や
医
師
ら
十
二
人
。

「
タ
イ
の
発
展
の
た
め
、
岡
山

チャムロン氏

の
農
業
を
見
学
し
、
農
業
経
営

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た

い
」
と
希
望
。
七
月
二
十
日
か

ら
八
月
二
日
ま
で
の
卿
二
週

間
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
宅

な
ど
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
高
松

農
協
で
有
機
農
法
を
学
ん
だ

り
、
岡
山
県
下
各
地
で
農
業
視

察
す
る
予
定
。

　
岡
山
訪
問
は
昨
夏
、
同
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
、
福
祉
見
学
の
た
め
タ
イ
を

訪
ね
て
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
と
会

い
、
農
業
改
革
に
関
心
の
あ
る

同
氏
に
岡
山
の
農
業
を
紹
介
し

た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の
後
、

チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
か
ら
研
修
団
受

け
入
れ
の
要
請
が
あ
り
、
タ
イ

と
の
医
療
交
流
を
深
め
て
い
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
橋
渡
し
。
岡
山
県

が
旅
費
の
一
部
を
援
］
『
高
松

農
協
が
農
業
指
導
を
引
き
受
け

る
こ
と
で
、
官
民
一
体
の
研
修

団
受
け
入
れ
準
備
が
進
め
ら
れ

た
。
　
タ
イ
で
は
、
農
薬
を
買
う
た

め
に
借
金
が
増
え
、
破
産
す
る

農
業
者
が
多
く
、
一
部
は
都
市

の
ス
ラ
ム
に
流
入
。
国
民
の
生

活
水
準
を
高
め
る
た
め
、
農
村

経
済
の
立
て
直
し
が
急
が
れ
て

い
る
。

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
陸
軍
士
官

学
校
を
卒
業
後
、
米
国
に
留
学
。

プ
レ
ム
元
首
相
の
秘
書
官
を

務
め
た
あ
と
、
バ
ン
コ
ク
知
事

選
に
出
馬
し
当
選
。
今
年
五

月
に
は
ハ
ン
ス
ト
な
ど
で
ス

チ
ン
ダ
政
権
を
崩
壊
に
追
い
込

ん
だ
。

　
高
松
農
協
の
藤
井
虎
雄
組
合

畏
は
「
言
葉
や
生
活
習
慣
の
面

で
不
安
は
あ
る
が
、
岡
山
の
有

機
農
法
が
タ
イ
の
農
業
発
展
に

つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

２８９２
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国際緊急救援ＮＧＯ合同委員会りJN）
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回
-４票療剱一煕憲自滋揃影斂靫溺６噛二謳躊

灘

剥譲隨服肖疆匹識

漂顕

痴脂詣漓趨鸚朧

　日本のＮＧＯの国際緊急救援活動に対する機能は欧米のＮＧＯに比べると非常

に低いのが現実です

。

それは常備緊急体制が取れないことが大きな原因でし

た

。

常備緊急体制の維持には情報／人／金／交渉力と大きな負担がかかりま

す

。

これを克服するために「ＮＧＯ活動推進センター」の提唱のもとに国内

１１のＮＧＯが参加して発足したのが「国際緊急救援ＮＧＯ合同委員会」です

。

　アジア医師連絡協議会としては積極的に参加支援していく方針です

。

今回

はアフリカエチオピアのプロジェクトに田中政宏先生に続いて林秀雄先生に

協力参加していただけることになりました

。

今後も会員の皆様のご理解とご

支援をよろしくお願い申し上げます

。

J-

唐
紅
前
哨
高
一
回
椚

｝
ア
フ
リ
カ
救
済
へ
人
的
援
助
．
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．
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…
区
界
で
汲
屯
深
刻
な
飢
餓
に

襲
わ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
人

々
を
救
う
た
め
一
人
の
医
師
が

三
日
夕
、
・
成
田
か
ら
出
発
し

た
。
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡

山
）
の
林
秀
遊
医
師
（
こ
。
日

本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
組
織
し
た
「
国

際
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
合
同
委
員

会
」
　
（
委
員
長
・
有
馬
実
成
智

詞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
事
務
局

畏
、
Ｊ
Ｊ
Ｎ
）
の
要
Ｍ
に
こ
た

え
た
。

　
合
同
委
員
会
は
、
国
内
十
一

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
ま
り
、
今
年
一

月
に
組
織
さ
れ
た
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
「
金
だ

け
で
人
を
出
さ
な
い
」
と
批
判

さ
れ
る
政
府
援
助
と
は
一
線
を

画
し
た
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
し
か
し
、
人
材
、
資
金
不

足
か
ら
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
比

べ
、
援
助
が
立
ち
遅
れ
る
な
ど

の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い

た
。
　
そ
の
反
省
に
立
っ
て
「
世
界

人
以
上
が
飢
餓
状
態
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
委
員
会
が
最
初
の
緊
急
救
援

先
と
し
て
選
ん
だ
エ
チ
オ
ピ
ア

の
テ
ィ
グ
レ
ー
州
で
は
極
度
の

食
料
不
足
に
悩
み
、
食
料
備
蓄

-

な
っ
た
場
所
。
空
爆
で
多
数
の

死
者
が
出
た
う
え
、
医
療
施
設

も
破
壊
さ
れ
た
。
特
に
シ
レ
地

区
で
は
、
人
口
四
十
八
万
人
に

対
し
、
診
療
所
は
一
つ
、
医
師

も
一
人
。

　
五
月
に
同
地
区
を
訪
問
し
た

委
員
会
の
視
察
団
に
よ
る
と
、

薬
や
医
直
機
器
は
な
い
に
等
し

エ
チ
オ
ピ
ア
ヘ
医
師
派
遣

　
　
飢
餓
地
域
３
ヵ
月
滞
在
し
治
療

の
緊
急
事
態
に
効
果
的
に
対
応
も
あ
と
Ｉ
カ
月
分
。
「
あ
と
Ｉ
　
く
、
患
者
は
テ
ン
ト
張
り
の
池

す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
小
さ
歩
で
ガ
ケ
か
ら
落
ち
る
」
状
況
面
に
直
接
寝
て
い
る
。
「
栄
養

な
団
体
も
共
に
活
動
し
て
い
こ
で
、
約
百
八
十
七
万
人
が
、
緊
不
足
に
よ
る
肺
炎
や
結
核
で
や

う
と
、
委
員
会
を
組
織
し
ま
し
急
救
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。
せ
細
り
、
死
を
待
つ
だ
け
の
患

だ
」
と
有
馬
委
員
長
。
ア
フ
リ
し
か
し
、
援
助
が
約
束
さ
れ
て
者
も
多
い
」
と
い
う
。

力
の
飢
餓
は
か
な
り
深
刻
で
、

エ
チ
オ
ピ
ア
を
忿
む
「
ア
フ
リ

カ
の
角
」
で
は
、
二
千
三
百
万

品
、
医
師
の
派
遣
を
急
む
医
療

援
助
を
決
定
。
委
員
会
に
参
加

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ひ
と
つ
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
医
師
の
派
遣
を
一
朗
し

た
と
こ
ろ
、
林
さ
４
が
応
じ

た
。
　
林
さ
ん
は
国
際
協
力
事
業
団

　
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
専
門
家
と
し

て
二
年
間
、
ス
ー
ダ
ン
で
働
い

た
実
珀
を
持
つ
。
三
ヵ
月
滞
在

の
予
定
だ
。
「
実
際
行
っ
て
み

な
い
と
、
何
が
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
で
き
る
眼
り
の
こ

と
を
し
た
い
」
と
林
さ
ん
。

　
現
地
に
は
交
通
機
関
が
な

く
、
林
さ
ん
の
活
動
を
助
け
る

た
め
、
車
を
購
入
す
る
予
定
。

委
員
会
で
は
そ
の
ｇ
金
と
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

い
る
食
料
は
、
必
要
阻
の
わ
ず
　
委
員
会
は
｝
万
七
千
人
の
住
　
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
后
動

か
三
・
七
％
だ
と
い
う
。
　
　
民
に
四
千
二
百
万
円
分
の
食
料
挺
進
セ
ン
タ
ー
ａ
０
３
・
３
２

　
同
州
は
内
戦
の
戦
闘
地
域
と
支
給
と
百
万
円
椙
当
の
医
薬
９
４
・
５
３
７
０
．

９２
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Ｈ
本
も
ア
ジ
ア
を
構
成
す

る
一
国
家
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
″
ア
ジ
フ
″
と
は
遠

く
に
あ
り
て
貧
し
き
国
々
、

と
の
イ
メ
ー
。
シ
を
も
つ
日
本

人
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
す
、
日
本
が

政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
す

べ
て
の
面
で
欧
米
に
追
従
、

今
や
そ
れ
を
り
Ｉ
ド
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
他
り
ア
。
・
ソ
ア

諸
国
と
の
各
分
野
で
の
格
差

が
著
し
い
た
め
、
精
神
的
に

も
ア
ジ
ア
よ
り
欧
米
へ
の
帰

属
意
識
が
強
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
医
療
・

保
健
の
分
野
で
も
そ
の
差
は

著
し
く
、
ロ
本
に
比
べ
、
平

均
寿
命
で
三
十
歳
以
Ｌ
、
乳

児
死
』
Ｌ
率
で
三
Ｏ
倍
以
上
、

医
師
一
人
あ
た
り
の
人
口
で

五
〇
倍
以
上
の
差
。
が
あ
る
国

４
が
ア
ジ
ア
に
は
存
在
す

る
。
　
本
来
、
死
を
免
れ
る
ば
か

り
か
、
予
防
も
可
能
な
疾
病

で
、
数
多
く
の
人
々
が
死
に

至
っ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分

は
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

下
痢
で
死
ぬ
子
供
の
数
は
、

世
界
で
一
日
一
万
人
で
あ

る
。
肺
炎
は
八
千
人
、
麻
疹

で
二
千
人
、
磁
削
’
風
で
一
千

人
、
ポ
リ
オ
で
竺
百
人
と
い

う
子
供
た
ち
が
、
毎
日
、
こ

の
世
か
ら
生
を
奪
わ
れ
て
い

る
。
現
在
の
日
本
で
は
考
え

ら
れ
な
く
と
も
、
す
ぐ
隣
の

国
々
で
こ
の
大
部
分
は
占
め

ら
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
と
は
、
日
本
と
他

り
ア
。
シ
ア
地
域
で
は
様
相
が

か
な
り
異
な
る
。
病
院
が
あ

っ
て
も
、
医
師
が
い
な
い
。

医
師
が
い
て
も
、
適
切
な
薬

・
検
査
手
段
が
な
い
。
薬
が

あ
っ
て
患
者
を
治
し
て
も
、

汚
染
さ
れ
た
水
に
よ
り
再
び

病
に
伏
す
。
安
全
な
飲
料
水

を
確
保
し
て
も
、
食
峰
が
不

足
す
る
た
め
の
栄
養
失
調
で

抵
抗
力
は
な
い
。
食
糧
の
確

保
の
た
め
農
業
開
発
を
し
よ

う
と
す
る
と
、
洪
水
・
孕
昿
で

徒
労
に
終
わ
る
。
ま
た
は
、

民
族
・
政
治
紛
争
な
ど
で
退

廃
す
る
。

果たすべき役割探究

゛多様性に統合､を念頭に

　
ま
た
、
ア
ジ
ア
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
設
定
さ
れ
て

い
る
．
フ
４
リ
ピ
ソ
・
イ
ソ

ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
数
々
の
無

医
島
、
ネ
パ
ー
ル
・
チ
ベ
ヅ

ト
な
ど
の
高
山
の
無
医
村
、

イ
ｙ
ド
・
バ
ｙ
グ
ラ
デ
シ
ュ

な
ど
の
都
市
に
存
在
す
る
ス

ラ
ム
街
、
．
ヘ
ト
ナ
ム
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
４
ｓ
一
ャ
ｙ
マ
ー
な
ど

の
難
民
、
フ
”
ｓ
‘
Ｉ

Ｓ
Ｑ
ピ

ナ
ツ
ボ
・
．
ハ
ｙ
ダ
ラ
デ
シ
ａ

菓
山
村
国
保
診
療
所
長

ア
ジ
ア
医
師
連
綿
協
議
会
副
代
表

國
　
井
　
　
修

の
サ
イ
ク
ロ
ｙ
な
ど
の
自
然

災
害
。
ブ
ラ
イ
マ
９
・
ケ
ア

は
こ
れ
ら
の
条
件
の
中
で
も

対
応
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
医
師
が
い
な
け
れ
ば
、
薬

が
な
け
れ
ば
、
健
康
教
育
を

し
な
け
れ
ば
、
住
民
参
加
が

な
け
れ
ば
、
プ
ラ
イ
？
リ
・

ケ
ア
は
で
き
な
い
、
と
わ
れ

わ
れ
日
本
人
は
考
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
ブ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
と
い
う
概
念
、
い
や
西
洋

医
学
が
発
生
す
る
以
前
に
、

こ
の
ア
ジ
ア
に
偉
大
な
″
生

命
の
知
識
″
が
存
在
し
、
実

践
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
中
Ｅ
Ｑ
Ｉ

方
、
イ
ン
ド
の
ア
｀
ル
ペ
ー

ダ
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
。
ナ

ー
ー
と
い
う
世
界
三
大
伝
統
医

学
は
こ
の
ア
。
・
ソ
ア
で
誕
生

し
、
こ
の
二
千
年
も
の
間
、

人
４
の
健
康
を
守
り
続
け
、

今
な
お
息
づ
い
て
い
る
。
｀

　
体
系
化
さ
れ
て
い
な
く
と

も
、
い
わ
ゆ
る
民
間
治
療
と

い
う
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
国
々
で
伝
承
さ
れ
続

け
、
伝
統
治
療
師
（
イ
ソ
ド

ネ
シ
フ
の
ド
ウ
ク
ン
、
カ
ソ

ボ
。
ジ
ア
の
ク
ー
ル
ボ
ラ
ー

ソ
、
ネ
パ
ー
ル
の
ダ
ー
・
・
、
Ｉ

な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、

い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
イ
マ
り
・
ケ

ア
の
中
で
も
喧
要
な
役
割
を

占
め
て
い
る
。
呪
術
・
ま
じ

な
い
の
類
を
想
像
す
る
わ
れ

わ
れ
に
は
、
そ
の
存
在
自
体

が
プ
ラ
イ
ｆ
リ
・
ケ
ア
の
障

害
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

宗
教
・
風
習
と
切
り
岨
し
て

　
″
生
“
を
考
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
国
４
で
は
、
た
と
え

呪
術
で
あ
ろ
う
と
そ
の
心
理

的
効
果
は
絶
大
な
も
の
が
あ

る
ｏ
　
ま
た
、
薬
草
・
鉱
物
薬
そ

の
他
に
至
っ
て
は
、
西
洋
医

薬
の
開
発
の
元
と
な
っ
た
、

例
え
ば
。
ジ
ギ
タ
リ
ス
や
レ
セ

ル
ピ
ソ
、
そ
の
他
の
成
分
を

含
有
し
た
も
の
も
多
く
、
そ

の
効
果
を
全
て
否
定
す
る
こ

と
は
適
切
で
な
い
と
思
わ
れ

る
ｏ
　
し
た
が
り
て
西
洋
医
学
の

概
念
か
ら
出
発
し
て
い
る

″
ブ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
“
を
そ

の
ま
ま
ア
ジ
ア
に
あ
て
は
め

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
物
差
し
で
考
え
る
限

り
、
フ
ジ
ア
は
プ
ラ
イ
マ
リ

・
ケ
ア
を
発
展
さ
せ
る
上
で

″
何
も
な
い
″
地
域
で
、
こ

れ
を
西
洋
の
レ
ベ
ル
に
発
展

さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ
る
、

と
の
結
論
を
招
い
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
は
、

宗
教
か
ら
自
然
に
至
る
ま
で

諸
々
の
要
素
を
包
括
し
、
さ
。

ま
ざ
ま
な
条
件
の
中
で
、
い

か
に
人
々
の
生
を
守
る
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
フ
の
言

葉
や
概
念
・
定
義
は
諸
先
生

方
に
よ
り
論
議
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
一
九
八
七
年
の
ア
ル

マ
・
ア
タ
宣
言
に
は
世
界
の

保
健
・
医
療
の
実
情
を
踏
ま

え
、
簡
潔
明
瞭
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
概
念

的
に
理
解
し
得
て
も
、
実
践

の
場
で
は
そ
の
多
様
性
を
い

か
に
対
処
す
べ
き
か
、
現
地

で
し
か
理
解
で
き
な
い
こ
と

が
数
多
く
あ
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
″
多
様
性

の
統
合
s
（
U
n
i
t
y

o
f
D
i
‐

v
e
r
s
i
t
y
)
4
4
1
頭
に
、
日
本

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
に

　
″
近
く
に
あ
り
て
違
い
ア
ジ

フ
″
の
ブ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

の
現
状
を
理
解
し
、
そ
の
中

で
ど
の
よ
う
な
努
力
が
今
な

さ
れ
て
い
る
の
か
を
認
識
し

て
頂
き
た
い
。
そ
の
上
で
、

日
本
が
ア
ジ
ア
の
中
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
、

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
意
味
で
、
シ
ソ
ポ
ジ

栃
木
県
医
師
会
劃
会
長
松
　
本

|回置屋回国
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臨
床
各
科
を
受
診
す
る
患

者
が
そ
の
症
状
と
し
て
「
痛

み
」
を
訴
え
る
頻
度
は
極
め

て
高
い
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア
が

す
べ
て
の
患
者
に
対
応
し
得

る
総
合
的
医
療
で
あ
る
な
ら

ぱ
、
こ
れ
を
目
指
す
医
師
と

し
て
は
除
痛
、
和
痛
に
関
す

る
知
識
及
び
手
技
の
習
得
が

望
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
周
知
の
よ
う
に
痛
覚

は
感
覚
の
一
種
と
さ
れ
て
お

り
、
生
理
学
で
は
感
覚
を
三

分
類
し
て
、
叫
特
殊
感
覚
、

勿
体
性
感
覚
、
㈲
内
臓
感
覚

と
区
別
し
て
い
る
。
特
殊
感

覚
に
属
す
る
の
は
、
視
・
聴

・
味
・
嗅
・
平
衡
の
五
覚
で

あ
っ
て
、
痛
覚
と
は
直
接
の

関
係
が
な
い
。
痛
み
と
関
係

が
あ
る
の
は
勿
体
性
感
覚
と

牡
　
　
　

″
　
　
　

’
一
、］

　
　
　
　
弔
　
　
　
　
、
。
　
　

ｉ
¨
’
　
一
一
一
　
　
　
　
　

｛
｀

ス
ト
に
は
、
古
く
よ
り
独
立

国
と
し
て
独
自
の
プ
ラ
イ
９

リ
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

に
努
力
し
て
ぎ
た
タ
イ
、
年

間
三
十
名
前
後
の
医
師
し
か

養
成
さ
れ
な
い
う
え
、
八
千

ｍ
級
の
山
４
を
幾
つ
も
有
し

て
僻
地
医
療
に
は
困
難
を
極

め
る
ネ
パ
ー
ル
、
雨
期
に
は

サ
イ
ク
Ｑ
ｙ
に
よ
り
全
土
の

三
分
ノ
ー
が
水
没
し
、
毎
年

数
万
人
以
上
の
死
傷
者
を
出

す
世
界
の
最
貧
国
。
ハ
ｙ
グ
ラ

デ
シ
｀
、
島
嶼
国
と
し
て
無

医
村
が
多
い
上
、
火
山
爆
発

・
地
震
な
ど
の
天
災
の
絶
え

な
い
フ
￥
s
l
j

x
“
の
四
カ

国
か
ら
、
自
ら
僻
地
・
難
民

・
ス
ラ
ム
医
療
な
ど
に
皆
勤

を
注
い
で
き
た
若
年
医
師
を

招
い
た
。

　
座
長
は
以
前
、
小
笠
原
諸

島
の
離
島
医
療
に
従
事
し
、

現
在
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
事

務
局
に
て
ポ
リ
オ
撲
滅
に
ご

尽
力
な
さ
れ
て
い
る
尾
身
茂

先
生
で
あ
る
。

　
白
熟
し
た
、
実
り
あ
る
シ

ソ
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
る
こ
と
と

思
わ
れ
る
の
で
、
是
非
と
も

ご
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨

め
し
た
い
。

　
　
兼
　
文

㈲
内
臓
感
覚
と
で
あ
る
。

　
体
性
感
覚
に
は
皮
膚
感
覚

と
深
部
感
覚
と
が
区
別
さ
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う

な
感
覚
が
属
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
①
皮
膚
感
覚
―
触
・
圧
・

温
・
冷
・
痛

　
②
深
部
感
覚
Ｕ
筋
、
紡
、

関
節
等
の
緊
張
、
位
置
鴬
、

深
部
痛
覚

　
内
臓
感
覚
と
は
空
腹
、
悪

心
等
の
感
覚
や
内
臓
痛
で
あ

る
Ｑ
　
こ
れ
ら
詰
感
覚
の
中
で
痛

覚
は
非
常
に
特
別
。
の
性
質
を

持
っ
て
い
る
。
生
体
に
感
覚

を
発
生
さ
せ
る
に
は
剰
撒
が

必
要
で
あ
り
、
刺
激
は
通
常

生
体
が
備
え
持
つ
末
梢
受

容
器
（
入
力
装
置
）
か
ら
入

り
、
こ
こ
を
感
覚
器
官
と
呼

ぷ
の
で
あ
る
が
、
痛
み
で
は

固
有
の
感
覚
器
官
が
何
か
は

必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。

ま
た
、
ど
ん
な
刺
激
が
痛
み

の
過
剰
激
な
の
か
と
い
う
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
’

　日本プライマリケアー学会でシンポジウム３｢アジアにおけるプライマリ

ケアー｣が開催されました。国井修先生、Dr.Rameshwar Pokharel(Nepal)、

Dr.Mahmudul Haqu(Bangladesh)、Dr. Ekachai Sathianpitayaku1(Thailand)がシンポ
ジストとして意見を述べました。いずれもＡＭＤＡに関係の深い先生達です。

抄録ご希望の方は本部事務局までお申し込み下さい。今後も国内でこのような
相互理解を進めると共に、来日中のＡＭＤＡ関係者に日本の保健医療福祉を理解

してもらう場を積極的に推進する予定です。
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センター電話相談（1992年4月１日～1992年5月31日）

１．外国人からの相談件数

件数

　４月　　　５月

１０３　　９５

２．外国人相談者国籍別統計

国名

アメリカ

中国

フィリピン

カナダ

ブラジル

オーストラリア

バﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ

ﾍﾞﾙｰ

ﾊoｷｽﾀﾝ

ｲｷﾞﾘｽ

ｽﾘﾗﾝ力

月件数

18

　3

14

　5

９
乙
ｎ
ｎ
）
１
７
９
’
Ｊ

Ｉ

０

累計

-

　344

　143

　87

　68

　60

　54

　43

　49

　42

　39

　31

計 1991年4月17日(開設日)からの累計

　　　　　　　　　　　　　１３０２１９８

(不明を除き64海国)

c
~
a
e
q
Ｉ
Ｉ
１
０
１
０
１
０
１
１
０

27

20

20

26

14

12

12

10

11

10

Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｑ

Ｉ

二1

マ

夕

シ

シ
ﾗﾝﾄﾞ

レーシア

ｲ･イタリア・;I;

０
０
０

　
　
　
レ
Ｌ

　
　
　
リ

ﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾐｬﾝﾏｰ1

コロンビア

オランｒ･スイス

フィンランド

メキシ1･ｵｰｽﾄﾘｱ
ロ

力

ｼｱ・香港り

ﾒi1-ﾝ･ｽｴｰﾃ'ン

２１力国
明

計

１
０
０
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

10

95

－

t : ）

C
C
）
L
Q

L
r
l

　
　
　
　
　
ｌ

１１

６
８
４
６
７
５
ｎ
／
Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　60

1302

之

３．地域別内訳

　　東アジア

　　東南アジア

　　南アジア

　　北米

　　西欧

　　東欧

　　不明

　　合計

月
６
５

１

２

８

５

３

４
０
０

９ ５

２

１

累

１

４

日本

台湾

韓国

イラン・ﾄﾞｲﾂ

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ

ｶﾞｰナ

インド

アIH!‘ﾝﾁﾝ

ﾌﾗﾝｽ

ｱｲSﾗﾝﾄﾞ

イスラエル

ネパール

スペイン

ー

計

○

５

(16

(11

　１０４（８．

　４１２（３１．

　１ ０ ３（７．

　　　４（０．

　　６０（４．

１３０２（１０

４．外国人相談者居住地域

　　　　　　　　５月　　　　累計

　　東京　　　51　　　727（55.8X）

　　神奈川　　10　　157（12.1X）

　　埼玉　　　　　７　　　:L05（8.1X）

　　千葉　　　　　8.　　　72（5.5X）

相談内容

(1)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

(3)金銭問題・トラブル相談

(4)病気の説明

(5)その他

　　　　　　合計

５

７

月

９

２

２

７
［
り
Ｒ
］

　
　
　
　
　
９

IX）

1X）

OX）

6X）

9X）

3X）

6X）

OS）

９

１

１

中南米

オセアニア

アフリカ

中近東

他県

不明

合計

累

９

２

１

　　　６

１ ３ ０

計

１

５

２

８

６

２

（7

（

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

３１

６

Ｑ
り
８
０
ｒ
≒
り

１０

1X）

6X）

6X）

6S）

1S）

OS）
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５

１

９

他

不

合

一

５月

Ｉ
（
ｏ
ｌ
ｌ

２

月

１

８

５

９２

１

　累

１４

　６

　３

　２

１

１

３

累

３

０

０

計

２ {10.9X}

１（

６（

５（

計

４

７

２

4.7X）

2.8S）

1.9X）

（10.3X）

（8.2X）

（100X）
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センター報告

１

２

３

４

５

５月１０日（日）に、日清本社のフーディアムホールで、看護職の方を対象にしたセミ

ナーを開催致しました。当日は、５月にしては寒く、雨天という悪天候にも関わらず

４８名の方にお集まり頂きました。セミナーのテーマは「外国人患者のケアーに際し

て知っておきたい事柄」で、現在、日本で看護職に就いているカンボジア、ラオス出

身の方々と、外国人患者の看護に当たられている大学病院と個人病院の婦長の方々に

お話をして頂きました。外国人の方々は、外国人が日本の医療を受けるうえで、医療

機関のかたに知っておいて欲しい生活文化の違いをあげられ、又、外国人患者の看護

に当たられている方々からは、外国人患者にいかに歩み寄ろうと日々努力されている

かを伺うことができました。又、参加された看護職の方々からも、努力されているこ

とや工夫されている点などがだされ、看護職に就かれている方への実務の上で役立て

て頂けるセミナーだったのではないでしょうか。　これからも、実務に役立つセミナー

を開催していこうと考えています。

５月２４日（日）、カトリック東京国際センター主催のインターナショナルデーに参

加しました。インターナショナルデーは、東京及び東京近郊の在日・滞在外国人の要

望に応え、日本人を含む諸民族の交流と親睦を深めることを目的に毎年実施されてい

ます。バザーを出店し、およそ２時間後に売り切れました。販売総額は４ ７、７６０

円で、純利益は４ ３、０６０円でした。今後もバザーに出店していく予定です。

５月２７日（水）小林米幸先生が、（社）国民政治研究会の定例会に招かれＡＭＤＡ

及びセンターの話をしてきました。（社）国民政治研究会は、昭和３５年、不偏不党

の立場から民主主義の普及と確立の目的で設立され、政治・経済・社会の問題の研究

とその普及を図っている団体です。　２０余りの企業、団体がその会に参加していまし
た。

５月３０日（土）のセンターの定例会に（財）国際協力推進協会の重田康博さんが出

席して下さり、センターをより広く市民が関わりやすいものにしていったらどうかと

いう意見を頂きました。センターとしては、どういう形で市民にアピールできるかを
検討していく予定です。

ＡＭＤＡニュースレターとは別に、センター独自のニュースレターを６月中旬に発行

する予定です。センターの活動をより具体的に、皆様にお届けできることになります。

ボランテイアプロフィール（７）

　　　江　慧心（ジャンフェイシン）

　中国の北京生まれ。中国の首都医学院を卒業し、内科の医師として５年ほど

仕事をしていた。　１９９０年の春に日本に来て、日本語学校に通いました。現l
お茶の水女子大学の院生として栄養学を勉強していて、博士を目指しています。

　日本に来た時、日本語が全然わからなくて困ったことがあったり、誤解され
たりしたので、今、まだ日本語が話せない人の気持ちがよく理解でき、特に、
病気になった人が気の毒だと思います。できるだけ力になり助けてあげたいと
思っています。
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Ｏ
ｚ
男
Ｏ
ｚ
当
［
外
国
人
患
者
の
対
応
］

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
小
林
米
幸

在
日
外
国
人
が
利
用
で
き
る
制
度
ｅ
小
児
の
予
防
接
種

　
Ｍ
・
Ｍ
・
Ｒ
、
麻
疹
ご
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ
・
Ｐ
・
Ｔ
）
な
ど
の
小
児
の

予
防
接
種
は
、
日
本
に
住
む
外
国
人
の
親
御
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
関
心
の
高

い
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
町
村
民
で
あ
る
小
児
が
市
町
村
内
の
指
定
さ
れ
　
／

た
医
療
機
関
で
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
　
　
／

無
料
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
費
用
は
Ｉ
カ
月
分
を
一
括
し
て
、
地

方
自
治
体
か
ら
医
師
会
を
通
じ
て
各
医
療
機
関
へ
支
払
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
外
国
人
の
子
弟
に
関
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
や
は
り
無
料
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
有
料
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
ど
ん

な
条
件
の
場
合
が
無
料
で
よ
い
の
か
、
知
っ
て
お
か
な
い
と
医
療
機
関
か
損

失
を
被
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
患
者
側
か
ら
も
地
方
自

治
体
側
か
ら
も
支
払
い
を
受
け
、
結
果
的
に
患
者
側
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
母
子
手
帳
だ
け
で
は
、
予
防
接
種
の
資
格
判
断
は
む
ず
か
し
い

　
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
住
民
票
が
あ
れ
ば
地
域
の
住
民
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
住
民
票
を
持
参
し
て
い
な
く
て
も
健
康
保
険
証
の
住
所
を
確
認
し
、

さ
ら
に
小
児
の
年
齢
が
無
料
と
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ
れ
ば
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
。
外
国
人
に
は
住
民
票
は
な
く
、
こ
の
い
わ
ぱ
代
わ
り
を
し
て
い
る

の
が
外
国
人
登
録
証
で
す
。
入
国
し
て
き
た
外
国
人
は
入
国
し
た
目
か
ら
九

〇
日
以
内
に
、
日
本
国
内
で
出
生
し
た
外
国
人
は
出
生
後
六
〇
日
以
内
に
居

住
す
る
市
町
村
役
場
に
出
向
き
、
外
国
人
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
、
外
国
人
登
録
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
自
動
車

の
免
許
証
と
同
じ
大
き
さ
で
、
顔
写
真
の
ほ
か
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、

在
留
資
格
、
在
留
期
間
、
在
留
期
限
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
外
国
人
登
録
証
で
居
住
地
、
年
齢
を
確
認
し
、
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
無

料
で
よ
い
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
外
国
人
が
居
住
地
を
変
更
し
た
場
合
は
そ

､

-

９

の
つ
ど
、
外
国
人
登
録
証
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
登
録

証
は
、
常
時
携
帯
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
紛
失
す

る
の
を
恐
れ
、
自
宅
へ
置
い
て
く
る
家
族
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

は
、
他
の
手
段
で
無
料
か
有
料
か
を
区
別
す
る
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

国
民
健
康
保
険
で
住
所
と
年
齢
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
で
も
国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い
人
が
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
は
前
号
に
も
記
載
し
た

ご
と
く
、
原
則
と
し
て
在
留
期
間
か
一
年
以
上
の
ピ
ザ
を
所
持
し
て
い
る
人

で
な
い
と
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、
在
留
資
格
三
ヵ
月
の
興
行
ビ

ザ
、
短
期
滞
在
ビ
ザ
を
所
持
し
て
い
る
人
で
も
外
国
人
登
録
を
行
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
の
一
郎
が
、
国
民
健

康
保
険
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
で
は
ほ
子
手
帳
で
、
予
防
接
種
が
無
料
か
有
料
か
を
区
別
で
き
る
で
し
ょ

う
か
？
　
答
え
は
ノ
ー
で
す
。
で
き
な
い
の
で
す
。
現
在
は
、
医
師
の
妊
娠

証
明
や
本
人
の
確
認
な
ど
な
し
に
保
健
所
で
母
子
手
帳
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
代
理
人
の
申
請
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、

母
子
手
帳
は
妊
娠
し
た
母
親
の
経
過
、
出
産
の
記
録
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
の

乳
幼
児
期
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
以
上
の
公
文
書
的
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
手
帳
に
ほ
子
の
住
所
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

外
国
人
登
録
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
こ
れ
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
た
と
え
住
所
が
医
療
機
関
の
存
在
す
る
市
町
村
と
同
じ
で
あ
り
、

か
つ
乳
幼
児
の
年
齢
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
無
料
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　
予
防
接
種
に
限
ら
ず
、
外
国
人
の
在
留
資
格
と
適
用
さ
れ
る
医
療
・
福
祉

制
度
に
つ
い
て
、
広
く
医
療
機
関
に
知
ら
し
め
る
活
動
が
急
務
で
し
ょ
う
。



　
◇
ケ
ー
ス
ー
ー

　
切
迫
流
産
の
危
険
が
あ
っ
た

タ
イ
人
女
性
（
二
七
）
が
三
年
前
、

都
立
墨
東
一
院
に
緊
急
入
胴
し

た
。
翌
日
、
ご
一
三
五
愕
の
未

熟
児
を
出
産
。
赤
ち
ゃ
ん
に
は

人
工
呼
吸
器
が
取
り
つ
け
ら
れ

た
。
母
親
は
そ
の
£
年
別
に
観

光
ビ
ザ
で
入
国
。
各
地
で
水
商

売
を
約
け
て
い
た
。
不
法
滞
在

だ
っ
た
た
め
病
院
側
が
福
祉
事

務
所
と
交
渉
、
児
寓
福
祉
法
の

ど
こ
か
ら
も
負
担
さ
れ
ず
、
宋

払
い
の
ま
ま
に
。

　
砥
親
は
退
院
後
、
行
方
を
く

た
。
乳
児
院
へ
預
け
ら
れ
て
い

た
赤
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
、
強
制

送
還
さ
れ
た
。

十
代
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
男
性
が

今
年
三
月
、
胸
膜
炎
で
民
間
病

院
に
入
院
。
当
初
、
医
療
費
を

僚
が
カ
ン
パ
で
ま
か
な
っ
た

が
、
残
り
半
分
は
未
払
い
の
ま

ま
。

未
払
い
の
ま
ま
強
制
送
還
に
／
同
僚
の
カ
ン
パ
で
何
と
か
半
分
負
担
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－
－
－
－
－
―
－
－
－
－
‐
－
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
－
１
１
－
‐
１
１
１
１
－
１
１
１
Ｉ
ｔ
ｌ

適
用
を
受
け
入
院
助
産
の
費
用

は
出
た
。
し
か
し
、
高
度
な
池

原
を
必
要
と
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の

医
療
費
二
百
三
十
三
万
円
余
は

ら
ま
し
、
翌
年
、
入
国
管
理
事

務
辨
に
保
護
さ
れ
た
が
、
そ
の

間
、
都
内
で
売
春
を
し
な
が
ら

母
国
の
家
族
へ
送
金
し
て
い

　
◇
ケ
ー
ス
２

　
酋
都
圏
の
建
設
会
社
で
不
法

罷
在
し
な
が
ら
働
い
て
い
た
二

払
う
と
い
っ
て
い
た
会
社
は
そ

の
後
遮
絡
が
と
れ
な
く
な
っ

た
。
約
百
万
円
の
医
原
資
は

半
分
を
在
日
中
の
母
国
の
同

今
ケ
ー
ス
３

病
院
に
入
院
。
車
光
ビ
ザ
の
期

限
内
だ
っ
た
た
め
不
法
滞
在
で

は
な
か
っ
た
が
、
節
が
出
た
と

き
「
病
眺
に
行
く
と
金
が
か
か

る
」
ｉ
い
、
市
販
薬
を
多
量

に
服
用
し
て
肝
炎
に
な
っ
た
。

半
月
吸
に
死
亡
し
、
約
五
百
万

円
の
治
寮
費
は
未
払
い
の
ま
ま

　
マ
レ
ー
シ
ア
人
女
性
（
晋
）
が
／
だ
。

去
年
五
月
、
急
性
肝
炎
で
墨
東

国
人
の
国
保
加
入
を
進
め
る
よ

う
各
自
治
体
に
呼
び
か
け
て
い

る
が
、
「
不
法
滞
在
を
容
認
す

る
制
度
は
組
め
な
い
」
と
の
立

場
だ
。

　
だ
が
、
医
師
ら
で
つ
く
る
民

間
医
摩
叉
援
組
織
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」

　
（
本
部
・
東
京
）
の
小
林
米
幸

所
長
は
「
国
保
の
加
入
資
格
を

持
つ
外
国
人
も
少
な
く
は
な
い

が
、
現
実
問
題
と
し
て
、
医
療
保

険
な
ど
の
生
活
情
報
を
得
る
こ

と
は
ま
れ
。
医
療
機
関
の
現
場

に
す
べ
て
の
責
任
を
押
し
つ
け

て
、
行
政
は
知
ら
な
い
と
い
う

対
応
に
問
題
が
あ
る
」
と
話
す
。

百
人
が
芦
加
。
「
医
家
を
入
管

制
度
と
切
り
離
し
、
資
格
の
な

い
潜
在
番
も
等
し
く
医
療
が
受

け
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る
べ
き

だ
」
と
す
る
国
や
地
方
自
治
体

へ
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

　
高
藤
昭
・
法
政
大
学
教
授
が

ま
ず
「
不
法
就
労
で
あ
ろ
う

と
、
緊
急
治
療
の
確
立
は
必

要
。
日
本
に
と
っ
て
、
国
際
貢

献
の
Ｉ
つ
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
か
」
と
話
し
た
。

　
　
「
在
留
賢
格
よ
り
人
命
の
方

が
重
い
は
ず
だ
」
と
、
す
べ
て

の
外
国
人
に
国
保
や
生
活
保
護

が
適
用
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
、

医
家
現
場
な
ど
に
通
訳
を
派
遣

し
た
と
き
の
公
的
補
助
な
ど
を

提
言
に
盛
り
込
ん
だ
。
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手
遅
れ
・
不
払
い
病
院
混
乱

　
入
院
費
が
払
え
な
い
。
医
者
に
か
か
っ
た
と
き
は
手
遅
れ
だ
っ
た
Ｉ
。
外
国
人
患
者
を
め
ぐ
る
医
療
現
場

が
混
乱
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
医
療
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
不
法
就
労
者
や
霜
群
在
者
た
ち
が
患
者
に
な

っ
た
と
き
に
起
こ
る
例
だ
。
外
国
人
患
者
の
約
六
割
が
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
、
と
の
民
間
調
査
結
果
も
こ
の

ほ
ど
明
５
か
に
な
っ
た
。
不
払
い
の
医
療
費
は
病
院
側
が
か
ぶ
る
。
医
療
の
助
け
を
必
要
と
す
る
無
保
険
の
外

国
人
に
、
行
政
は
何
ら
か
の
方
策
を
と
る
ぺ
き
だ
、
と
医
療
関
係
者
は
指
摘
す
る
。

支援組繊のひとつ、ＡＭＤＡ国際医療
情報センターには、この１年間余りで
約1200件の医療相談があった＝東京都
世田谷区新町２丁目の同センターで

　
日
本
の
公
的
医
家
保
険
は
外

国
人
で
も
、
常
勤
や
一
定
時
間

以
上
の
パ
ー
ト
で
事
業
所
に
勤

め
て
い
れ
ぱ
原
則
と
し
て
日
本

人
と
同
様
に
健
康
保
険
に
加
入

で
き
る
し
、
そ
れ
以
外
は
国
保

に
加
入
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
現

在
は
一
年
以
上
日
本
に
い
ら

れ
る
と
い
う
証
明
が
な
い
限

り
、
外
国
人
は
国
保
に
入
れ
な

い
。
　
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
民
間

保
険
に
入
る
か
、
自
分
で
医
康
二
一
一
一
月
末
ま
で
に
都
立
病
院
や
産

費
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
院
で
払
わ
れ
て
い
な
い
外
国
人

治
療
を
受
け
る
こ
と
に
消
極
的

だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
一
昨
年
秋
ま
で
準
用

さ
れ
て
い
た
生
活
保
護
の
医
療

扶
助
に
つ
い
て
も
、
厚
生
省
が

　
「
定
住
者
で
な
い
外
国
人
は
対
・

象
外
」
と
の
方
針
を
自
治
体
に

Ｉ

示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、

現
場
の
医
療
機
関
に
し
わ
寄
せ

が
及
ん
で
い
る
。
福
祉
事
務
所

や
患
者
の
母
国
の
大
使
館
と
の

交
渉
ば
か
り
か
、
不
払
い
医
療

費
の
問
題
も
起
き
て
い
る
。

　
東
京
都
の
調
べ
で
は
、
昨
年

保
険
未
加
入
約
六
割
も

　
　
『
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
』
が
首
都
圏
を
中
心

に
全
国
の
公
私
立
鰐
院
で
調
べ

た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
六

十
四
の
病
院
（
診
療
所
を
含

む
）
す
べ
て
が
九
一
年
中
に
外

国
人
を
診
察
し
た
。
患
者
数
は

延
べ
二
万
七
千
二
百
四
人
に
な

っ
た
。
保
険
の
加
入
状
況
に
つ

い
て
は
五
千
百
九
十
八
人
分
の

回
答
が
あ
っ
た
。
う
ち
、
国
民

健
康
保
険
と
社
会
保
険
の
加
入

患
者
の
治
療
費
は
計
四
十
七

件
、
杓
一
一
千
万
円
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
厚
生
省
は
条
件
に
か
な
う
外

制
度
の
改
善
求
め
集
会

　
在
日
外
国
人
に
対
す
る
医
療

制
度
の
改
善
を
求
め
る
全
国
集

会
が
三
十
一
日
、
恵
凧
都
千
代

田
区
の
国
労
会
館
で
聞
か
れ

た
。
「
す
べ
て
の
外
国
人
に
医

療
保
障
を
Ｉ
連
絡
会
」
（
松
田

瑞
穂
代
衷
）
の
主
催
で
、
全
国

の
病
院
や
市
民
団
体
か
ら
約
二

者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
割
。
旅
行
l
m
r
l
;
:
J
．

者
保
険
や
自
賠
責
な
ど
の
加
入
’
っ
た
半
面
、
「
保
険
の
あ
る
人

者
も
釣
旦
％
い
た
。
　
　
　
一
の
み
を
受
け
入
れ
る
」
と
答
え

　
侃
欧
米
加
入
者
は
五
七
・
三
だ
医
療
機
関
も
十
三
あ
っ
た
。

％
に
の
ぱ
っ
た
。
ま
た
、
患
者

に
代
わ
っ
て
母
国
の
大
使
館

　
（
恨
事
部
）
が
医
療
費
を
支
払

っ
た
ケ
ー
ス
も
三
十
件
（
〇
・

六
％
）
あ
っ
た
。

　
　
「
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

’
外
国
人
愚
者
も
診
療
す
る
」
と

笞
え
た
医
療
機
関
が
四
十
一
あ



第１回JAMIC懸賞論文募集!!

　テーマば国際貢献と医師″

懸賞受賞者を途上国医療視察に招待

　　　　　　　　　　小社では、今年度より「ＪＡＭＩＣ懸賞論文』と腸し、鯵文を公募し

　　　　　　　　　　ます。テーマば国際貢献と医師″。途上国のブライマリ･ヘルスの

　　　　　　　　　　向上や国際紛争による難民の医書支鍾などで、日本の医塵界への期

　　　　　　　　　　待が国際的に高まっている今、あなたが感じていること、現状に対

　　　　　　　　　　する胃腸撮起、体験からの提案など、あなた自身の闇闇意識を腰間

　　　　　　　　　　してください。応募者のなかから懸賞受賞者１名を、アジアの途上

　　　　　　　　　　国医療視察に招待します。多数のご応募をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　・
　　　　　　　　　　　　辱　･1･　　≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ７’　犬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,j　.,ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f･ ・ ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

◆募集内容：　｀｀国際貢献と医師″をテーマとする。論文、エッセイでも　　　　　　－4・　　　　　’-j

　　　　　かまいません。未発表のものに限ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・r.･皿'皿晶　‾・ －１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜「r　　　　　　　　/◆応募規定：Ｂ５判40U字詰原稿用紙5～20枚｡ボールペンか万年筆を使　　　　　　　　　　　　　　１ム　　，．ｻり9i､i

　　　　　用｡横書き｡ワープロの場合は､B5判用紙に横書きで20字x　　　　　　　　　　　　y　，　“jj‘゛‘

　　　　　20行。右肩をホッチキスでとめる。作品のタイトル、所属

　　　　　先（医師の場合は、職名･専門科目）、氏名、年齢と連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　‘1　≒

　　　　　の郵便番号、住所、電話番号を明記した表紙をっける。応　　　　　　　　、　j麹1

　　　　　募作品返却できせん　　　

僣ぬ１

◆応募資格：医師・医学生（ただし、途上国視察のための10日前後の体　　　　　　ｙ　　　　　　ヽ

　　　　　暇が取れること。視察体験レポートを提出できること）　　　　　　　「｀

◆応募練切：平成４年９月30日（水）当日消印有効　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　　口でj.

◆審査委員（予定）：島尾　忠男氏（審査委員長･（財）結核予肪会理事長）　　　　　　　　　　　゛　　･-.　　　　9｀･。’’1

　　　　　　　　石川　信克氏（結核予防会結核研究所）　　　　　　　　　　　　　　’　j　　　　　　　　　･.ズパづ･6･

　　　　　　　　上原　璃夫氏（国立病院医療ｾﾝﾀｰ国際医療協力部）　　　　　　　　　ﾉj　　　　　　　　　、ﾌ　　　ｰj゛

　　　　　　　　菅波　茂氏（アジア医師連絡協議会代表）　　　　　　　　　　　　必　rxj　　　胤1　゛

　　　　　　　　中村　安秀氏（東京都母子保健サービスセンター）　　　　　　　　　　　　　　｀　　lj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　41

◆結果発表：小誌12月号誌上で発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　。･　　　

乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７　　　・

◆応寡先:〒163-06　東京都新宿区西新宿1－5－1　　　　　　　　　　　　　　　　口‘　　｀い

　　　　　　　　　　新宿センタービル私書箱4046号

　　　　　第１回ＪＡＭＩＣ懸賞論文係　�０３（３３４５）１１８１　　　　　　　　　｀｀’　　　　　　　　　　’’‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀叩･　　　　　　　　　1 1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬Jj　

j
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高橋央のロンドン便り⑥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキャンダル
　現在ロンドンの住居としているネザーホールハウスからＲが居なくなってもう２ヵ月になろうとしている。彼はゴア生まれのインド系ジンバブエ入で、ロンドンでは会計学を学

んでいる。まだ19才と若いが、英語が達者で皆のイニシアティブを取るのが上手なため、
この春に寮の自治会長に選ばれたばかりだった。

　”沈黙は金”というがこれば英国でも同様だ。彼の饒舌が事件を起こしてしまったので
ある。
ある日Ｒがタ食後のティータイムに、「（彼の親しい寮生の）ＭとＷとＦがさあ、この前
キングズクロス（東京でいえば上野のような所）でキャピキャピの女と話をしているのを
見たけどさあ、ありやどうみても怪しかったよ。セント・パンクラスの方に歩いて行っち
やったよ。」とおもしろ可笑しくみんなに話したのがまずかった。ゴッシップの肴にされ
た３人は狼狽し、激怒して、「ヤツが今度帰ってきたら八つ裂きにしてやる！」と息巻く

始末である。ディレクターがその後肢に釈明させる機会を作ろうとしたが、３入はガンと
して聞き入れないのである。

　二十歳前後の学生のいざかいと言ってしまえばそれまでだが、実は、彼らはバー・スクール（法学部）の学生で、５月にバー・
控えていたのである。そんな彼らにいかがわしい話が付きまと･i
試験を受けることすら出来なくなるかもしれないのだ｡、

この話には伏線がある。
イグザム（司法試験）を

と、受胎不適格岩戸 l.T控えていたのである。そんな彼らにいかがわしい話が付きまとうと、受験不適格者として試験を受けることすら出来なくなるかもしれないのだ。
英国では皇族を初めとして社会のトップに立つ者のスキャンダルは、良くも悪くも厳しく
監視されている。昨年の秋に現役の検事総長がセント・パンクラスの近くで売春婦と歩い
ているところをたまたま警察官に尋問されて見つかり、その翌朝に辞職するという出来事
があった。私が臨床実習しているHTD（Hospital for Tropical Diseases）がこの界隈
にあって、「今日の午後はどこに行くのかい？」と聞かれて、「セント・パンクラスさ」
と答えるとニヤッとされることがこの後しばらく続いていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■㎜　　　　　　㎜　　　　　■　　　　’・　ミ’‾～.』と答えるとニヤッとされることがこの後しばらく続いていた。

Ｒはこのことに引っ掛けて「やつらも遊んでいるかもよ．．．」、　と軽い気持ちで言った

のだろうけれど、そうは行かない、舌禍事件に発展してしまった．

　　麗　-･　■■　　■　a-　　-■-■　　’‾　’･

の
Ｒ

今ごろ彼は自分の荷物も全部持ち出せないまま、どこかの友人宅にでも身を寄せている

であろう。親しい友人を除いて、彼の行方は誰も知らないし、聞こうともしない。
だけでなく寮生全員が小さな社会勉強をした。

【事務局便り】

１．ブータン難民救援

ＡＭＤＡ日本支部ではネパールにおけるブータン難民救援のための募金を開始いたしま

た。郵便振替口座「ＡＭＤＡブータン難民」、口座番号：岡山6-3974　を開設するとも

ブータン難民キャンプ医療救援プロジェクトに参加する日本人医師・その他の医療スタ

フ・医学生らを募集することとなりました。

　詳しい問い合わせは、ＡＭＤＡ事務局までお願いいたします。

２．救援物資の寄付依頼

し

に､、

ツ

ＡＭＤＡではこれから開始するカンボジアプロジェクト・ブータン難民プロジェクトの為

の救援物資を集めています。医療機器、薬品、タイプライター、ワードプ・セッサーなど

身(?)回りに不必要な物で、なにか現地で役に立ちそうな物があればご一報ください。

【ＡＭＤＡカレンダー】

７月：カンボジアプロジ。クト開始

８月：アジア医学生会議（マレーシア）

９月18-20日：国際保健医療学会（松本）

10月:A M D A lnternational総会（韓国）

　　　ＡＭＤＡ秋季例会（岡山：予定）

【編集後記】

　約１ヵ月ぶりにバンングラデシュ、ネパールから帰ってきました。留守中にこのニュー

スレターは出ているであろうとおもいきや、私のためにスペースを空けて待っていました

とのありがたい代表のお言葉で急きょ自分で原稿を書くはめになりました。出版が多少遅

れて会員の皆様にご迷惑がかかりますが、その分最新の情報だと自負していますのでお読

みください。（Y）

　あのチャムロン氏が岡山にやってきます。清廉な政治家など存在しないと信じていた小

生にとって、一種のカルチャーショックです。（T）
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　平成４年度運営協力者
　　　(順不同敬称略)

以下の方々にご協力頂いています。有難うございます。

f固入

　　　　故尾沢勿こ一郎氏ご家族、

　　　　永井輝男、長島　隆久

　岩淵

(東京)

千利／満江（神奈川県）

、色平　哲郎（長野）

医療機関

　　青梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院（東京）、小林国際クリニック（神奈川県）、福川内科クリニック（大阪府）

ジャパングリーンクリニック（シンガポール／英国）、沖縄セントラル病院

（沖縄県）

　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

心二吐

㈱エーザイ、カネボウ㈱、三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、ファイザー製

薬㈱、福神㈱、協和発酵工業㈱、明治製菓㈱、田辺製薬（株）、富士コカコーラ

ボトリング㈱、㈱ミドリ十字、萬有製薬㈱、サンド薬品㈱、クラヤ薬品㈱、ファ

ルマーマーケティングサーベイ研究所、三井物産、（有）都商会、グラクソ三共

㈱

　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

㈱ＴＶＣ山本、大森薬品㈱　　　　　　　　　　　　　年間５万円

大塚製薬㈱、興和新薬㈱、日本新薬㈱　　　　　　　年間３万円

永生病院、アイシーアイフアーマ㈱　　　　　　　　年間２万円

国際婦人福祉協会　　　　　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈

なお、当センターの事業に関して、庭野平和財団から助成を受けています。

３７
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